
創価教育 第5号

『新教』・『教育改造』 索引

塩 原 将 行

(解題)

本索引は、創価教育学会が発行した 『新教』およびその改題誌である 『教育改造』のうち、第

5巻 第!2号 別冊(1)及 び第6巻 第1号 から第7号 までの索引である。『創価教育研究』第5号(創

価教育研究センター2006年)に おいて、「創価教育研究センター所蔵 『新教材集録』索引」を発

表 したが、それに続くものである。

本稿は、次の3つ の資料からなっている。

1.『 新教』・『教育改造』巻号別索引

2,『 新教』・『教育改造』執筆者一一ee

3,『 新教』・『教育改造』の無記名の巻頭言

解題については、すでに 「『新教』第6巻 第1号 掲載の牧 口常三郎の論考5編 」(『創価教育』第

4号 、創価教育研究所、2011年)で 掲載 しているので、本稿はその補足である。

『新教』・『教育改造』の存続期間と編輯者

『新教材集録』は、1930(昭 和5)年11Hの 『創価教育学体系』第一巻の出版と創価教育学会

創立後に発行 された創価教育学の普及をめざした教育雑誌であるが、発行所は創価教育学会では

なかった。それに対して、『新教』は、創価教育学会の発行である。また、『新教材集録』と比較

し、表紙(2)に も大きな特徴がある。それは、誌名 『新教』 と発行所 「創価教育学会」のほかに

!936(昭 和11)年1月 号から3月 号までは 「教育革命」「宗教革命」の文字が縦に大きな活字で印

刷 されていることである。 しかし、4月 号からはその活字は小さくなり、横書きで 「教育 宗教

革命」に変わる。さらに、『教育改造』では、誌名、発行所、発行月号のみとなって、「革命」 と

い う文字は表紙から消える。

(1)こ の別冊は、「第12号 別冊」であり、「12月号別冊」との記載はない。『新教』第1巻 第1号 、55頁 の 「告」

では、「昨十年十一月號の論文を、別刷として廣く頑っことにした」とあるので、この論文を12月 号では

再度別冊にしたとは考えられる。

(2)表 紙のデザインとカットは、林幸四郎が担当した。(「創価教育学会の草創の頃」『牧口常三郎全集E報

7』、第三文明社、1984年 、7頁)。 林幸四郎 「創価教育学会の思い出」(『林幸四郎作品集』、林清弘、1991

年)参 照。

MasayukiShiohara(創 価 教 育 研 究 所 事 務 長)
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『新教』・『教育改造』索引

1936(昭 和11)年5月 発行の 『新教』第6巻 第5号 によれば、当時の創価教育学会は以下の体

制である。

創価教育学研究所長

創価教育学会常務理事

理事

幹事

「新教」編輯部

創価教育学研究所員

また、『新教』第6巻 第1号 の元旦の挨拶にも、牧 口から小林まで同じ肩書きと氏名が掲載 され

ている。1936(昭 和11)年 の 『新教』1月 号から6月 号と 『教育改造』7月 号は、戸田城外を編

輯兼発行入として、上記の体制で編輯された。1934(昭 和9)年 に発行 された 『新教材集録』の

編輯スタッフ(11)とは全 く入れ替わっている。

牧口常三郎の立場は創価教育学研究所長であり、創価教育学会の会長は不在である。矢島から

高地までの6人 は長野県の元小学校教員で1933(昭 和8)年 に赤化教員 として検挙されて離職、

その後前後 して創価教育学会の活動に参加するようになった(12)。その外には、次の13名 の創価

教育学研究員(東 京市の各小学校に勤務)が 紹介 されている(13)。

木村光雄、三ッ矢孝、林幸四郎、大杉一好、木村栄、吉田義則、関谷悟六、菊池美夫、

有村陽三、社信敬、柳田孝次郎、上村久三、桃井もき

『新教材集録』から 『新教』への改題(14)の 時期は、1935(昭 和10)年7月 頃(15)と 考えられ

牧 口常三郎

戸 田城外

山 田高正(3)

渡辺 力(4)、 矢 島周平(5)

渋 谷 信義(6)、 小林 済(7)

土 岐雅美(8)、 石澤泰治(9)、 高 地虎雄(10)

(3)戸 田と共著で1933(昭 和8)年4月 に 『推理式読方指導』第五
、六学年用、4冊 を出版 している。

(4)牧 口の三女ツナの婿、新潟県刈羽郡荒浜村出身。1931年 に牧 口と出会い、『新教材集録』の編集などに従

事するほか、戸田の秘書的な仕事もしていた。

(5)岡 村正著 『名簿 ・1930年代教員運動』、2005年 、56頁 参照。

(6)同 上
、49頁 参照。筆名丘村比呂人、1936年7A20日 死去。

(7)同 上、48頁 参照。

(8)同 上、51頁 参照。

(9)同 上
、44頁 参照。

(10)同上
、50頁 参照。

(11)1934(昭 和9)年 発行の 『新教材集録』各号の編集後記を見ると
、編集長は、牧山(「生二」か)、 スタ

ッフとして、渡辺力、山田(「高正」か)、森重喜美子、辻、前川がいた。

(12)矢島秀覚(周 平)「 法華経かマルクス主義か」(『牧口常三郎』
、聖教新聞社、1973年)475頁 に よれば、矢

島は親友渋谷信義の紹介で!935(昭 和10)年 正 月に牧 口宅を訪問している。長野県の元教員では、1934

(昭和9)年 に渋谷が最初に創価教育学会に入会した。

(13)木村光男、木村栄、渡辺力、林幸四郎、有村洋三、三ッ矢孝は、創価教育学会の第1回 研究生(妙 悟空

「人間革命62」 、『聖教新聞』1953年1月10日 、1面)。

(14>1934(昭 和9)年7月 の 『新教材集録』第4巻 第7号 の編集後記に
、「『新教』を日本一の教育雑誌に」、

「我らの 『新教』の爲に」という表現がある。また、同年8Hの 第4巻 第8号 の後記に、「僕が 『新教』

の編輯部に入つてから」とあるように、『新教材集録』から 『新教』への改題には、既に会内で 『新教』

の略称で呼ばれていたという背景があった。
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創価教育 第5号

る。『教育改造』 と改題された1936(昭 和11)年7月 号にも、「過去一ケ年の間 『新教』の誌名の

もとに會員諸氏の教育宗教革正の寳庫 としてまみゑてゐた本誌も、本月號 より 『教育改造』てふ

時勢順鷹の名に樟さして活動することyな つた」(16)と書かれている。

しかし、改題された 『教育改造』がいつまで続いたかは明らかでない。しかし、以下の点か ら

考えて 『教育改造』は、8月 号以降は発行されていないと筆者は考える。

第一に、1936(昭 和11)年6A6日 に、それまで編輯主任であった渋谷に代わ り高地虎雄がそ

の後任に決った(17)。高地は長野県会赤化教員の一人で、拘置後同県の小学校教員であった創価

教育学会員の紹介で同年3月 に入会 している(18)。高地の証言によれば、「ある日、矢島 と小林が

訪ねてきた。二人の勧めで牧口会長にあった。彼の希望で 『創価教育』の編纂主任になり、牧 口

の著述の手伝いをすることになった」(19)とある。

『新教』の改題にあたっては、その候補として、『教育改造』と 『創価教育』が挙がったが、牧

口の 「『創債教育』と言ふも時期尚早の嫌ひがあります。然し今他に適當の誌名が考へられません

か ら一慮教育改造 として、將来適當の誌名が考へ られた時は何時でも改題するとの條件付可決に

しては如何ですか」(20)との意見で 『教育改造』と決った とい う経緯がある。ところが、高知の証

言では、『創価教育』の方を覚えていて、『教育改造』の編輯主任になったはずの彼から 『教育改

造』の誌名が出てこない。

さらに、編輯主任になった後について、「昭和十一年夏、富士の大石寺で創価教育学会の講習会

が開かれ、全国から数十人参加 した。私も講師で参加 した。ここで、創価教育学会の第一回全国

大会が開かれた。しかし、私の心は既に学会を離れていた。この大会後、私は故郷へ帰った(21)」

と述べている。高地は、1936(昭 和11)年6月 に 『教育改造』の編輯主任 として誌面に発表 され

たあと、わずか2ヵ 月後の8Hに 辞めている。

高地が、「私の心は既に学会を離れていた」と表現 した出来事は、同年夏の講習会前に起きたと

考えられる。戸田が 『聖教新聞』に連載した 「人間革命」(22)の記述を要約すると、「矢代 と渋谷、

高地、土岐、小林が秋月左都夫(当 時、創価教育学会顧問)に 直接働きかけて、教育の研究所 と

い う名 目で私塾を作りその経営に当ろうとした。それを知った戸田は、激怒 し厳 しくしかった。

この事件以降、矢代は牧 口門下を離れることになった」 とい うのである。

渋谷も編輯から離れ、後任に決まった高地も帰郷 した。さらに、同じ頃には、理事である山田

(15)『 創 価 教 育 』 第4号(創 価 教 育 研 究 所2011年)、276頁 。

(16)『 教 育 改 造 』 第6巻 第7号(創 価 教 育 学 会1936年)、110-110頁 。

(17)同 上 、152頁 。

(18)高地 虎 雄 「長 野 縣 教 育者 の創 償 教 育 學 の欲 求 」(『新 教 』第6巻 第6号 、創 価 教 育学 会 、1936年)、51頁 。

(19)信濃 毎 日新 聞社 編 『信州 昭和 史 の空 白』(信 濃 毎 日新 聞社 平成5年)、214頁 。

(20)前 出 『教 育 改造 』、112頁 。

(21)同 上。

(22)「人 間 革 命62」 で は、 「矢 代 、 渋谷 、高 知 、土 岐 、 小 林」 とな って い る。 「矢 代 」 と あ るの は 、 赤化 教 員

グルー プ で あ る 「矢 島」 の 可 能 性 が 高 い の で は ない か と考 え る(前 頁 、創 価 教 育 学 会 の 体制 参 照)。
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『新教』・『教育改造』索引

高正 も学会か ら離れた と考え られ る(23)。多 くの人材 を一挙に失 った創価教育学会は、月刊誌 『教

育改造』 の発行 を継続 できたであろ うか。!837(昭 和12)年1月 、創価教育学会 は新 たな陣容で

創立7周 年を迎えるこ とになる(24)。

『新教』・『教育改造』 が発行 されていた1936(昭 和11)年6月 頃の創価教育学会の会員名 簿は、

『新教』第6巻 第5号 、148-149ペ ー ジ と 『教育改造』第6巻 第7号 、153ペ ー ジに掲載 されてい る。

それ によれ ば、創価教 育研究所 の役員 ・ス タッフが10名 、東京 の研究員 ・正会員35名 、地方の会

員25名 で ある。顧問12名 、特別賛助会員15名 を合わせ て も97名 である。

創価教育の実践記録として

次に、『新教』・『教育改造』の、「創価教育学に基く実践証明報文」等には、創価教育学に賛同

した青年教育者達による創価教育学の各教科における取り組みが紹介されている。これらは、牧

口の直接の指導のもとで行われていたものである。 この実践記録の研究は、今後の大きな課題と

いえる。その一助として、本稿では、2,「 『新教』・『教育改造』執筆者一覧」を掲載 した。

学制改革論 と創価教育の学校の構想

最後に、1930(昭 和5)年11Hの 『創価教育学』の発表から1939(昭 和14)年5月 に牧口が創

価教育の学校の構想を語 るまでの思索の過程を追 うためには、当時盛んに論 じられた学制改革論

に着 目する必要がある。これについては牧 口も積極的に発言をしており、『新教』掲載の各論文と

ともに、以下に目を通す必要がある。

「師範教育の根本革新」(25)1934(昭 和9)年 の国策倶楽部での講i演

「師範教育内容批判一文部省師範教育改善案の批判一」

『帝国教育』1936(昭 和11)年4月 号掲載の論文

(23)1937(昭 和12)年1 .月27日、秋月左都夫を招き品川玄海で行った懇親会の写真 と寄せ書きに山田高正 と矢

島周平の名前はない。この時の参加者が書いた寄せ書きに、戸田は 「多キモ人少キモ人 城外」と書い

ている(創 価教育研究所所蔵の画像資料による)。また、戸田が山田の共著で出版 した 『推理式読方指導』

シ リーズ4冊 も、1937(昭 和12)年4月 頃には 『推理式指導読方』と題名を改め、戸田の単著に改版 さ

れている。

(24)上記の玄海の懇親会参加者は以下の通り
。秋H左 都夫、田中省三、稲葉伊之助、稲葉浅次郎(伊 之助の長

男)、 牧口常三郎、戸田城外、渡辺力、有村(寺 坂)洋 三、木村光雄、三ッ谷孝、木村栄、林幸四郎、木

下恵市(鹿 次)、有村勝次(洋 三の弟)。 田中省三と稲葉伊之助は、特別賛助会員(『新教』第6巻 第5号 、

148頁)。 有村、木下は、九州八女郡福島町出身。有村洋三、木下鹿次と、後に牧 口の写真を撮影するこ

とになる金川末之は、同町の福島小学校の1914(大 正3)年3月 卒業の同級生であり、田中(木 下)國

次も同小学校の1911(明 治44)年3月 卒業生である。創価教育学会が九州に伸びていく萌芽をこの写真

に見ることができる。

(25)1934年6月 に牧口が国策倶楽部例会で行った講演 「師範教育の根本革新」は
、国策叢書第五輯 『経国論策

七大綱』(国 策倶楽部1934年)、24頁 以降に収録されている。さらに 『新教材集録』第4巻 第10号 にも

再録されている。後者は、拙稿 「『新教材集録』掲載の牧口常三郎の論文」(『創価教育』第1号 、創価教

育研究所、2008年)の187頁 に翻刻を掲載 している。
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創価教育 第5号

『教育国策の根幹的六問題』1937(昭 和12)年 のパンフレット

更に、『新教』第6巻 第4号 以降の以下の巻頭言には執筆者が記されていないが、学制改革に関す

る創価教育学会の主張である。

第4号 巻頭言 「平生新文相の所謂 『精神教育』の内容及方法は如何」

第5号 巻頭言 「平生文相に文教刷新の希望」

第6号 巻頭言 「『庶政一新』は教育宗教を革命せず して出来るか」

第7号 巻頭言 「学制改革案に対する平生文相の意気」

当然これらは牧 口の意に則して書かれているが、牧口自身が書いた可能性も否定できない。な

ぜなら、今まで述べたように、『新教』の編輯者達は牧口と出会って約1年 の元赤化教員であり、

牧口の意を十分に汲んだ巻頭言を書けるまでに至っていないのではないかと思われるからである。

第4号 以降の巻頭言の全文は、「3.『新教』・『教育改造』の無記名の巻頭言」で紹介する。

索引作成にあた り、第6巻 第1号 、第3号 は、創価教育研究所所蔵の元版に基づいた。それ以

外は、各元版のコピーによる。その うち、『教育改造』第6巻 第7号 の150-151頁 のコピーは欠落

している。第6巻 第2号 、第5号 は、宮城県の星潔(26)の 旧蔵である。最後に、本索引は増田妙

子の助力を得て作成 したことを付記させていただく。

1.『 新教』・『教育改造』巻号別 索引

凡 例

、論文記事等の題名および著者名は、目次の表記ではなく本文中の論文記事等の表記により作

成 した。

一、原文は、主に縦書きであるが、横書きに直 した。

、この時期は、新字体と旧字体が混然と使われている。本文の表記により記載したが、旧字体

で記載できない漢字については、新字体に改めた。

、複数字分の繰 り返しを示すおどり字は、 島 、或いは㌻ゴと字数分表記 した。

一、誤字、誤植、誤記と考えられる個所には(マ マ)と 表記 した。

、「始頁」欄には、論文記事等の最初のページを記載 した。

、「終頁」欄には、論文記事等の最後のページを記載した。本文が別のページに続いている場合

は、そのページ数を 〔 〕に入れて記載した。

、「内容、タイ トル」欄には、論文記事等の題名を記載 した。なお、目次に題名が掲載 されてい

ないものについては、題名をイタリック体で記載した。

(26)当時、仙台市内の片平丁尋常小学校の教員であった。
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『新教』・『教育改造』索引

一、「著者」欄は、論文記事等の表記に従って作成した。なお、論文記事等は無記名だが、目次に

は著者名が記されている場合はこれを記載した。

一、「特集 ・連載」欄は、論文記事等のまとまりを表記した。なお、論文記事等には記 されていな

いが、 目次にそれが記載 されている場合はこれを記載 した。

一、「備考」欄には、目次の論文記事等の題名 と著者名が、本文中の表記 と異なる場合はその差異

を、 目次のページ数が誤っている場合はその旨を記載 した。

一、各巻号の最初に、誌名 ・巻号と発行年月目を記載 した。巻号の表示はアラビア数字に統一 し

た。

「新教」第5巻 第12号別冊

[始頁][亙] 特集 ・連載
1内 容・タイ・ル 1著 者 1備 考1

表紙 表紙 赤勉淳年の完全奪句ぽ勿珂κしτ

謄 なるか

創債教育學會

表紙裏 表紙裏

1 1 教育教造と宗鵜 ページ上部に「青年教育者の使命」と記

載

2 7 赤必浮年の完全尊働女卿何仁6τ

可灘なるか 会醐 万の赤乃浮鱒

句鱒 のためκ

牧口常三郎

8 8 主易夢 創費教罰學會

裏表紙裏 裏表紙裏

裏表紙 裏表紙

『新教』第6巻 第1号 昭和11年1月15日

[璽コ[璽コ 特集 ・連載
1内 容 ・タイ・ル 1著 者 {備 考

表紙 表紙 「新年號」と記載

表紙裏 表紙裏 広告!敷々 営郭 完杢書/教訪 法

諭 微4紐;及醗7参 考認 θヲ

田鮒 発生書/鯉 虻着騨 伽 愈

5編り

日本小學館

前付1 前付1 新教の庚命、主張、凝 の鱒 創債教育學會

前付2 前付2 β次

前付3 前付3 β次

前付4 前付4 広魚縛鱗Z蔚54囎 刑 戸田

妨亦書牌 期

日本小學館

1 1 巻頭言 教育宗教革命 牧口常三郎 目次では、「教育・宗教革命」と記載

2 3 教育宗教革命の提唱 牧ロ常三郎 霞次では、「教育 ・宗教革命の提唱」と

記載

3 4 教學刷新評議會に望む 池岡直孝

5 5 長谷川如是閑氏の「敬育刷新の動

因」に就いて

高田規一郎

6 9 古典精轟の酒養 名取奏 目次では、5ページと記載

10 12 創債教育學に基づく實践談明報

文

全國に卒先小學校長登用試験論の

實施の成績

岡田文秀 目次では、「全國に卒先小學校長登用

試験の實施成績」と記載
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13 22 創債敏育學に基づく實践謹明報

文

讃方教育の實践原理としての 「護

み」の封象と「讃方教育」の封象
一田中豊太郎氏の「讃方教育の實

践原理」を讃みて一

吉田義則 目次では、「田中豊太郎氏」と記載

22 22 広告'〃 〃アヌと脇ン 三木商店讐藥都

23 23 創便数育學に基づく實践謎明報

文

東京女子高等師範學校附圃小學校

の敏育改革

渡邊春夫 目次では、「東京女子高師附囑小學校

の教育改革」、著者名をr渡邊春男」と

記載

23 23 新例紹分 増塚4アのと6τの學授

搬

24 26 インチキ宗教撲滅輿論 インチキ宗教を撲滅せよ 木崎清二郎

27 27 インチキ宗教撲滅輿論 三木清浅の「日本文化の方向」に就

いて

小野新吾

28 28 インチキ宗教撲滅輿論 淺野研眞氏の宗数批判を生かせ
P

土田勝 目次では、「淺野研眞氏の『宗教批判』

を生かせ」と記載

29 29 インチキ宗教撲滅輿論 松田解子氏に訊く XYZ

30 31 インチキ宗教撲滅輿論 邪教取締に就いて 児玉音吉 目次では、「宗敏取締に就いて」と記載

31 31 広告'〃 〃フ7と双ン 三木商店馨藥部

32 33 インチキ宗教撲滅輿論 長谷川如是閑氏の宗教の饗質に就

いて

山中芳男 目次では、「長谷川如是閑氏の『宗教の

饗質』に就いて」と記載

32 32 広 魚 独遼示一ナーアコーデイオン

及どアノフrコーデ拡 ン

十字屋

33 33 広葎燗握;チ 田口商會

34 34 宗教比較講座(第一講) 今 日の問題 堀米泰榮

35 35 教育・宗教時評 儲方盤の教酌の灘 巷三平

35 36 教育・宗教時評 教雛 立の購 と鱒 教育學曾 小野生

36 36 教育・宗教時評 教潴 を継 博 く形家鰯 矢島生

36 36 広苦'どクター替萱謬 十字屋

37 38 教育 新聞雑誌文集 紹介批評 傷肪 玄后シ新年雛 目次では、「教育新聞雑誌・文集紹介批

判」と記載

38 38 教育 新聞雑誌文集 紹介批評 破 散 控ノチ=β雛

38 38 教育 新聞雑誌文集 紹介批評 教翻 澁谷生

38 38 教育 新聞雑誌文集 紹介批評 慮理 三平

38 39 教育 新聞雑誌文集 紹介批評 教龍 鞍 巷三平

39 39 敬育 新聞雑誌文集 紹介批評 國房教龍 鞍

39 39 新謝 訟碑 子書!辛抱つよρ

者ヘノ

S生

40 43 南洋群島の自然と人生 小原景次 目次では、「南洋事情」と記載

44 44 広島 戸田妨亦、∫々田証 兵書礎

理式麗方酵 麓解 …輸

日本小學館

45 48 教育寳践報告 冷水害と敬育 川又長

48 49 教育寳践報告 教育の出畿鮎 桑野春彦

49 55 教育寳践報告 町の子`屏、村の子供 川瀬和夫 目次では、「町の子 供・村の子供」と記

載

55 55 音 別刷『赤化青年の完全韓向は如何にし

て可能なるか』の頒布について

55 57 教育寳践報告 政治教育に就いて 大内康弘

57 57 よぎをとグあしきをずτ』ξ! 編者

45 45 見童新聞資料

一TOAKrコ ドモノ新聞」抜粋一

偲勢認査であらま6カ か つたズ'阪

茄ぼか三肪のノ(教

目次では、「兇童新聞」と記載

45 46 兜童新聞資料

一丁OAK「コドモノ新聞」抜粋一

融=チ=メ ーAノ〃のズ'瀦菱遣る
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46 46 見童新聞資料

一TOAK「コドモノ薪聞」抜粋一

今痩獄ふえτ逐7るオ外 セイ

46 47 見童新聞資料

一TOAK「コドモノ薪聞」抜粋一

日本一のズきなノ仁王さ謂

47 48 兇童薪聞資料

一↑OAK「コドモノ新聞」抜粋一

蘇 球 薫々つて二空をまへ耳 富士

∫々の六借まて響る

48 49 見童瓠聞資料

一TOAK「コドモノ新聞」抜粋一

備`1ノ 客所力f三つある41海蕨と解

國を葺6,た士謙

49 49 兇童薪聞資料

一丁OAK「コドモノ新聞」抜粋一

畜勉ケのやうなさつまかる

49 51 見童薪聞資料

一TOAK「コドモノ新聞」抜粋一
新 ら65ゾ ブイグツどンノ綴邦が61

よ玉増勉 た

51 51 児童新聞資料
一TOAKrコ ドモノ新聞」抜粋一

41學六年生の少女が來年のオグン

ピツ宗ま轍 へ,

「オリンピツ」は、「オリンピツク」の誤植

51 51 見童新聞資料

一TOAK「コドモノ新聞」抜粋一

ズ闘ごある琳 ヅミ勿 お家

52 52 産業新教材

一JOAK「産業ニュース」抜粋一

益活改響五=朗 を鮒 した 目次では、「産業新教材」と記載

52 53 産業薪数材

一」OAK「産業ニュース」抜粋一

搬 農腰狸合の鈴況

53 53 産業新教材

一JOAK「産業ニュース」抜粋一

纒 物と権=Z=藝謁を渤 噺

53 54 産業新教材

一JQAK「産業ニュース」抜粋一

諜 耀 したヰハダの.木の鎌

54 54 産業新教材
一JOAK「産業ニュース」抜粋一

齢 ご鯉 讐の翻
,

54 55 産業新教材

一JOAK「産業ニュース」抜粋一

ノ(遣!汐一ヱ業の説綴

55 56 産業新教材

一JOAK「産業ニュース」抜粋一

力鍍 の生鹸 講

56 56 産業薪教材

一JOAKr産 業ニュース」抜粋一

艦 の麟i彦習書

56 57 産業新教材

一JOAK「産業ニュース」抜粋一

揃奈〃縣三深がの浮年鰐

57 57 産業新教材
一JOAK「産業ニュース」抜粋一

選艘 繍 の銀

58 59 創債教育學講座(第 一講) 牧口常三郎

60 60 宗教オリンピック

宗教革命は可能なるか 宗教界の

喧嘩は何故悪いか

目次では、「宗数オリムピック」と記載

61 69 韓向教師らのゆくへ 中村薪太郎氏

の「ダンス」讃後感

澁谷筍吉

69 69 便焉寡藁

70 72 教育者煩悶相談 若い教育者の嫁取り相談に慮じて 牧口常三郎 目次では、「教育者煩悶相談」とのみ記

載

72 72 法華瓢 の功徳と法野

73 73 教材寳庫 最近饗卸の重要教材 最逝i鋤 の重要教材選揮の碁準、

β次

編輯部 目次では、「教材寳庫(最 近饗動の重要

数材」と記載

74 74 敬材登庫 最近饗動の重要数材

關係教科 修身科

第=紐 殿アの齢 召 編輯部

74 74 教材寳庫 最近愛動の重要教材

關係数科 修身科

新言!家微彫立 編輯部

74 75 教材寳庫 最近饗動の重要教材

關係敬科 國語科

夷談附灘 齎本参カへ 編輯部
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75 75 教材寳庫 最近饗動の重要敬材

關係教科 地理科

卵ξξ度舞驚 算 編輯部

75 75 教材寳庫 最近饗動の重要教材

關係教科 地理科

洛省新潔事業 編輯部

76 77 教材寳庫 最近饗動の重要教材

關係敏科 地理科

耽 ナ講 羅 の纈 編輯部

77 78 敬材寳庫 最近饗動の重要教材

關係教科 地理科

増盛鋭 アの新疏究 編輯部

78 78 教材寳庫 最近饗動の重要教材

關係教科 地理科

誹 髄掛 ンネノ〃戸ダ可槻κ決定 編輯部

78 78 敏材寳庫 最近愛動の重要教材

關係数科 地理科

丞の鯨 竈1へ 編輯部

78 78 教材寳庫 最近饗動の重要教材

關係教科 地理科

∠ヲ本一蘇 展葬4」、海鰯 編輯部

78 79 教材寳庫 最近饗動の重要教材

關係教科 地理科

雌下の蜜灘 現 編輯部

79 79 教材寳庫 最近愛動の重要教材

關係教科 地理科

灘鯉裏鐸の鱗瀦 編輯部

79 79 教材寳庫 最近愛動の重要教材

關係数科 地理科

耽 チー鍍 霧給鰍 及鍍三鰍

の綴

編輯部

79 80 教材寳庫 最近饗動の重要教材

關係教科 地理科

期 舖 寄國主擾浄子 編輯部

80 80 数材寳庫 最近饗動の重要教材

關係教科 地理科

焼工撰夢の瀦 編輯部

80 82 教材寳庫 最近饗動の重要教材

關係教科 地理科

沓画の海軍i囎 編輯部

82 83 教材寳庫 最近饗動の重要教材

關係教科 地理科

本鍍 公定米齎 編輯部

83 85 教材寳庫 最近鍵動の重要教材

關係教科 地理科

鍔が卿 広鶴ξ逝況 編輯部

85 86 教材寳庫 最近饗動の重要教材

關係教科 地理科

姻 甜 謂 の猷 縞輯部

86 86 教材寳庫 最近饗動の重要教材

關係教科 地理科

髭騰 房灘1の鯉 編輯部

86 87 教材寳庫 最近饗動の重要教材

關係教科 地理科

胴 及姻 の筋贈 ス 編輯部

87 8フ 教材寳庫 最近婁動の重要教材

關係数科 理科

テレづ構 の初登場 編輯部

B8 88 海外教育ニユース 酬 教淳ニユースの身次 出典 は、LondonTimesと 記載

88 88 海外教育ニユース 支那初考顎育の鼎 編輯部

(抄謬)

88 89 海外教育ニユース 聯 學授教育の意毒喚一厚び峯命

蕨勿 教離1窃 る一

編輯部

(抄鐸)

89 89 海外教育ニユース 雛 二宗灘 の危礎 編輯部

(抄鐸)

89 89 海外教育ニユース 鰭 箭少年燭 する縮 設 編輯部

(抄課)

90 91 創債教育學會の活動 矢島周平

92 94 敬員文藝 一創作一弔慰 瀧哲夫 目次では、「吊慰」と記載

95 95 教員文藝 新数歌壇 結婚明暗 、三井和

95 95 教員文藝 新教歌壇 薔作 海邊抄 土岐雅美

95 95 教員文藝 新教歌壇 梵鐘 渥美厚之

95 95 教員文藝 新教歌壇 窓の空 澁谷筍吉
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96 96 編輯後記

96 96 責π 再子元互 『創便教育學會』役員7名 の肩書き・氏

名を記載

96 96 奥1プ

.

裏表紙裏 裏表紙裏 広昔ノ探券公賃翻 ちの方 に々の 村上誼券取扱事務

所

裏表紙 裏表紙

『新教』第6巻 第2号 昭和11年2月15日

[璽コ[i亟] 特集・連載
1内 容・タイ・ル 1著 者 1儲

表紙 表紙 「二月號」と記載

表紙裏 表紙裏 広魚 敷々 薩三艦 女書γ教訪 法

諭 磁4砺「,及ひ糖 夢考諭響θ写

碑劒 先生書/麗 ズ騨 草伽 勉

5紐ノ

日本小學館

前付1 前付1 広音'増嚇薦 窮54腰 刑 戸房

搦亦書借 導草伽

B本小學館

前付2 前付2 β次 B本小學館

前付3 前付3 β次 日本小學館

前付4 前付4 広'痔ご戸田舷邦.〃田蕩正尭奢「礎

酬 認方鱒1難 あ鰹 鋤

日本小學館

1 2 巻頭言 國髄明徴と宗教革命 牧口常三郎

2 3 學制系統の根本的改革の先決問題

如何

牧ロ常三郎

4 6 r教」と「育」に就いて 一 中華民國

における新教育方針 一

村上貞吉

7 7 前號實践論文批判 〃又長瓦の1琳 害と教育ノ 小野 目次では、r前號實践報告欄掲載論文

批判」、17ページと記載

7 7 前號實践論文批判 フヒ蕨 郵琵の1瀦 教散 就ひてフ

をよむ

矢島

7 フ 前號實践論文批判 桑i驚/撒 育の出鋤 κ就τ 小野

7 7 前號實践論文批判 ノ〃翻 美瓦の!町の子翼・がの子

舞/蹴 τ

巷生

8 9 創債教育學に基く寳践謹明報文 数育技術と繍畠藝術 横山大観豊

伯藝術談の一節

菊池正大 目次では、「教育技術と縮豊技術」と記

載

9 10 創債敬育學に基く寳践謎明報文 轟詣引卒教育者へ警告 小林濟 目次では、「稗詣引卒教育者に警告」と

記載

10 11 創債教育學に基く寳践謹明報文 試験地獄救濟の一封策 土峰雅美 目次では、著者名 に「土岐雅美」と記載

i1 15 創債教育學に基く寳践誼明報文 紳奈川女子師範附驕小學校訪問記

全國小學校教師諸君の考慮を促す

澁谷筍吉

16 24 インチキ宗教の排撃並既成宗教

の慣値批判

邪教的デマゴーグ絶滅論 櫻井三之助

25 25 原稿募集

25 25 広告'μ〃1アヌと協ン 三木商店醤藥部

26 26 教育・宗教時評 教浄宗擶 葬のβ次

26 26 教育・宗教時評 盲目的の生活 靴下の穴 牧口 目次では、副題省略

26 27 敬育・宗教時評 喫茶ガール・女中・女子数育 澁谷

27 28 教育・宗教時評 個性教育 は教育ではあり得ない

一 先生が片端者をつくる話 一

矢島 目次では、副題省 略

28 28 教育・宗教時評 ニイチエと邪教と(讃 費壁評論)よ

り

矢島 目次では、「ニイチエと邪教と」と記載
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28 29 教育・宗教時評 邪教撲滅策(朝 日鐡箒欄より) 矢島 目次では、「邪敬撲滅論」と記載

29 29 教育・宗教時評 個性教育について 澁谷 目次では、「再び個性教育について」と

記載

29 30 教育・宗教時評 現代の娘かたぎ 牧口 目次では、「現代の娘氣質」と記載

30 30 教育・宗教時評 あだなと管理 大内康弘

30 31 教育・宗教時評 新興宗教を覗く(現 代二月號) 櫻井三之助 目次では、「新興宗教をのぞく」と記載

31 31 敏育・宗数時評 新妻に饒けする言葉 牧口 目次では、「新妻に饒する言葉」と記載

32 33 宗教比較講座(策二講) 教敵 麗61τ 堀米泰榮

33 33 ズ甥綴 療糎 微縣`郷 「大昼 郎」は、「大學三郎」の誤植

34 35 國史・日本精紳の宗教的再認識 佛教傳來と聖徳太子の位置 一 法

華経と聖徳太子 一

渡邊力 目次では、副題省略

36 37 國史・日本精稗の宗教的再認識 大楠公と法華経 三矢孝

37 37 溶告'〃 〃ススど脇ン 三木商店書藥部

38 . 40 委任統治南洋の人種及風俗 小原景次 目次では、「南洋事情」と記載

40 40 広苦'どクター露葦器 十字屋

41 41 綿 金揮學赫脅π就61τ 土岐生

45 41 理科教育講座一(D一 篠原雄 目次では、「理科教育講座(第 一講)」と

記載。横書きのため、始頁と終頁が逆

46 46 醐 腔の教育 創便教育學盟系第一巻 故新渡邊稻

造氏序文の一節

52 46 高等科算術教材解説 木村榮 横書きのため、始頁と終頁が逆

53 53 見童新聞資料

一JOAK「コドモ新聞」抜粋一

煙のψか6金 、銀.鋼 をとる 目次では、「見童新聞」と記載

53 53 兇童新聞資料

一JOAK「コドモ新聞」抜粋一

葎太とシベグヤを増硬ぎκプる房グ宮

澱 のズコ=ξ撃

53 53 見童新聞資料

一JOAK「コドモ新聞」抜粋一

シヤムの据 を走る日本製1漸 礎

騨

53 53 兇童新聞資料

一JOAK「コドモ新聞」抜粋一

鯨とグのズ留廓 簾 の蕩へ

53 53〔71〕 見童新聞資料

一JOAK「コドモ新聞」抜粋一

年ψ士増深ぐまで藻〃つく轟`、鉢 々

シヤの顯 静

54 54 海外教育事情 渤 教静 俘のβ次 出典 は、

LondonTimesEducationSapplmentと

記 載。Sapplementは 、Supplementの 誤

植

54 55 海外敏育事情 姻 教淳界の曾譲シーズン

ー 鮒 勘 た主要題厚一

澁谷國忠

(抄謬)

内容は、「サツドラー卿の試験制度楡

討」、「大學の生産過剰問題」、「職業婦

人と結婚問題」、「教育と新聞紙」

55 55 海外教育事情 教曾に於/ナる婦スの増位
一 助驚κ∠蹴 るZ残蜘 こぽな

4zぬ 一

澁谷國忠

(抄謬)

55 55 海外教育事情 輝画宗獺 薯の」齪
一 宗縮 の麟 汐 さ々る一

澁谷國忠

(抄謬)

56 57 教壇の友に送る手紙 政治改革の前提としての教育革命 矢島周平 目次では、「社會改革の前提としての敏

育革命(0君 へ)」と記載

58 61 教壇の友に送る手紙 三つの危機・クラスの精轟・其他 澁谷筍吉 文末に、「後記一山下徳治氏の批評の

批判一」を掲載

62 63 敏育 新聞雑誌文集 紹介批評 國民敬育新聞

一 一月一 日號批判つ璽き 一

澁谷筍吉 目次では、「教育・宗教 ・新聞雑誌紹介

批判」、「國民教育新聞」と記載、目次に

ある「實践國語教育」は、記事がない

63 64 教育 新聞雑誌文集 紹介批評 セルパン ニ月號 澁谷筍吉 目次では、「セルパン」と記載

64 64 教育 新聞雑誌文集 紹介批評 改造 二月號 澁谷筍吉 目次では、「改造」と記載

64 64 教育 新聞雑誌文集 紹介批評 中央公論 二月號 澁谷筍吉 目次では、「中央公論」と記載
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65 65 教育 薪聞雑誌文集 紹介批評 帝國大學新聞(一 月二十 日號) 澁谷筍吉 目次では、「帝國大學新聞」と記載

65 66 教育 新聞雑誌文集 紹介批評 國民教育新聞(一 月二十七日版) 澁谷筍吉 目次では、「國民数育新聞」と記載

66 66 広苦滋纏 示一ナーアコーデ拡 ン

及と『Z/アコーデ獄 ン

十字屋

67 68 敏育者煩悶相談 教育者の懸愛の問題 牧口常三郎

68 68 広島屍購 ノチ 田口商會

69 69 産業新教材

JOAK「産業ニュース」抜粋

,診割ご獲ρ締 朔出さる 目次では、「産業新教材」と記載

69 69 産業新教材

JOAKr産 業ニュース」抜粋

鰐 瀦 の縫

69 69 産業薮教材

JOAK「産業ニュース」抜粋

眉物チ鞭 のβ本茶轍 翻

69 69 産業新教材

JOAK「 産業ニュース」抜粋

縣 藤で木炭β鱒 の鰍 芋藏

69 70 産業新敬材

JOAKr産 業ニュース」抜粋

新6α1織 酬f魏

70 70 産業新教材

JOAゆ 産業ニュース」抜粋

オグーブ湧の霰要ま翻

70 70 産業新教材

JOAKr産 業ニュース」抜粋

耽 チ年ヨ翻 齢 概 鮫

70 70 産業新教材

JOAKr産 業ニュース」抜粋

電球ユ業の逝i況

71 71 産業薪教材

JOAKr産 業ニュース」抜粋

儲 を游媛 丈ψを飛庁務チ鰻
が蜜嬢 蜜≠ろ

71 71 産業新教材

JOAKr産 業ニュース」抜粋

内増か6錺 まで一βで行/ナる.空

の瀞を儲

71 71 産業新教材

JOAKr産 業ニュース」抜粋

出羅 つ走鐸 ツの7㈱儲 量

71 71 産業新教材

JOAKr産 業ニュース」抜粋

鉱子の汐ヘオ外 壱イの大葬

71 71 産業新教材

JOAK「産業ニュース」抜粋

碁のβ本をゴ皆乙τぐる邦國の畜客が

今年鰍 仁多6,

72 72 敬材寳庫(一)最 近饗動の重要

教材

最逝嬰動の璽要教概齢 の塞準、

灘 雛 身次

編輯部 目次では、「教材寳庫(其 の一)最 近愛

動重要教材」と記載

73 73 教材寳庫(一)最 近饗動の重要

教材 關係教科 修身科

姻 整確 下瑳御 編輯部

73 74 数材寳庫(一)最 近愛動の重要

教材 關係教科 修身科

透～書五年の醗蜜完防 編輯部

74 74 教材寳庫(一)最 近饗動の重要

教材 關係教科 修身科

継 挙二月がβ 編輯部

74 ・77 教材寳庫(一)最 近愛動の重要

教材 關係敏科 修身科

翻 講の願 編輯部

77 77 教材寳庫(一)最 近饗動の重要

教材 關係教科 地理科

郵颪搬 茄五慮=颪調 編輯部

77 77 教材寳庫(一)最 近饗動の重要

教材 關係教科 地理科

藏鰯 ・轍 銅 鮒 修交文 編輯部

77 78 敬材寳庫(一)最 近墾動の重要

敬材 關係教科 地理科

渤 雄 の躍淫 編輯部

78 78 教材寳庫(一)最 近饗動の重要

敬材 關係教科 地理科

β動車=繭 台劔出 編輯部

78 78 敬材寳庫(一)最 近饗動の重要

教材 關係教科 地理科

甜攻スの灘 編輯部

78 79 教材寳庫(一)最 近愛動の重要

教材 關係敏科 地理科

!く綴 物轍 の灘 編輯部
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79 79 敏材寳庫(一)最 近饗動の重要

教材 關係教科 地理科

解 を繋ぐ雌 耀 編輯部

79 79 教材寳庫(一)最 近饗動の重要

教材 關係教科 地理科

國騰 購 編輯部

80 80 話の森 教材寳庫(二) 話の藏 謝 雛 にノの身次 編輯部 目次では、「話の森 教材寳庫(其 の

二)」と記載

80 80 話の森 教材寳庫(二) 痴がぎ`、燗 のぬ1ナた謬 ズ4、貿

僧瑠の不疋

編輯部

80 81 話の森 数材寳庫(二) 諺璽を去る=1駈 編輯部

81 81 話の森 教材寳庫(二) 謎 姦の翻 編輯部

81 81 話の森 教材寳庫(二) ズ塵移動線 、a鋳る 編輯部

81 8i 話の森 教材寳庫(二) 多産女王一鱒 ご三颪五チカの卵 編輯部

81 82 話の森 数材寳庫(二) 鰐 士の鰭 完防 編輯部

82 82 話の森 教材寳庫(二) 欝ケ翻 ζズ石碑 編輯部

82 82 話の森 教材寳庫(二) 替スの光の家 編輯部

82 83 話の森 教材寳庫(二) 潔漕招架薔鰹 励度 編輯部

83 83 話の森 教材寳庫(二) 敵 着鰯 編輯部

83 83 話の森 教材寳庫(二) 増球の搬 編輯部

83 83 話の森 教材寳庫(二) 研の灘 編輯部

84 84 教育界状報 教蒜 號塑のβ次 編輯部

84 84 教育界状報 學彬雌 薪 る 編輯部 目次では、「最近教育界情報」と記載

B4 84 教育界朕報 鯉 鰯 の耽 編輯部

84 85 教育界状報 鯨 γ話ξノzる五チ撹 編輯部

85 85 教育界状報 弱源冤量の沼濫 編輯部

85 85 教育界状報
に マ,

棘 赤教育淳局灘 菜' 編輯部

85 85 教育界}伏報 φ學卒難老職緻 淳 編輯部

85 85 教育界状報 鞭 の諺療携尉 編輯部

86 86 創償教育學會の消息 編輯部 目次では、「創債敬育學界消息」と記載

86 88 創債教育學研究所に於ける宗教革

命鵤験録

所感 矢島周平、寸感 三井章敬、所

感 桂御門敏郎、感想 土岐生、山内

正徳、河野元伸の6題 。

B9 89 曾費鍬 ダ 目次では、「會員だより」と記載

89 89 習露 の爲κ 購讃者の誤植。目次では、「古書取次

販頁について」と記載

89 89 醐際文¢鹸 曾一締 チ年欝 業

90 90 新教歌壇 かなしき教師 一猫房吟抄一 澁谷筍吉 目次では、「かなしき教師」と記載

90 90 新教歌壇 沿道(一) 土岐雅美 目次では、「沿道」と記載

90 90 新教歌壇 訓導の歌 大内康弘

90 90 新教歌壇 新春 丹治半三郎

90 go 新教歌壇 結城行 丘村比呂人

90 90 新敏歌壇 望郷譜 渡邊力

91 91 新教歌壇 選後寸感 三井和 r新年號短評」も付記

92 92 編輯後記 澁谷

92 92 奥が

裏表紙裏 裏表紙裏 広告ノ嶽券公鱒 穿ちの方 切々 村上護券取扱事務

所

裏表紙 裏表紙
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『新教』・『教育改造』索引

昭和11年3月15日

[始頁][亙] 特集・連載
1・ 容・タイ・ル 1舗 1嚇

表紙 表紙 「三月號」と記載

表紙裏 表紙裏 広告'駁ρ薩三鰯 三ξ書傲 訪 法

諭 勉4砺【、及酌解評i疹i考誰 θ≡7

田謝 差生書億 理オ酵 鮪 ノ勉

5紐ノ

日本小學館

前付1 前付1 広魚㈱ 耽纏54鹸 刑戸田

棚 書/拷蕩草伽

日本小學館

前付2 前付2 β次

前付3 前付3 β次

前付4 前付4 万礫 諾新教の鍾訪、主震、本話
』の厚容

創便教育學會

1 1 巻頭言 宗教的情操の酒養法如何 牧口常三郎 昌次では、「宗教情操の酒養法如何」と

記載

2 4 敬育革新を目ざす教育者に與ふ
一創債教育學會の前途を想ひて一

秋月左都夫 文末に「後記」として、本稿は秋月の談

話を筆記してまとめたと「澁谷生」が書

いている

5 12 『光瑞縦横談』と教育宗教革命問題 牧ロ常三郎

12 13 知識の貧困

一宮田修氏の「信念なき學問の貧

弱さを思ふ」を讃みて一

石澤泰治 目次では、副題省略

14 丁7 ニイチエ型とキリスト型 渡部政盛

17 17 士鱒 夢

18 27 創債教育學に基く實践讃明報文 國語教育學習指導案の研究嚢表と

實践報告

創債教育學研究所

登表 野々田健三

氏實験

目次では、「創債教育學研究所」とのみ

記載

27 32 創償教育學に基く實践誼明報文 學藝會の問題 山中行雄

32 32 原講 藁

33 33 教育者煩悶相談 教育者の韓任の問題 牧ロ常三郎 目次では、「教育者煩悶相談 韓任の

問題」と記載

33 33 鞭 教淳學曾パンフレツハ 「赤化青年の完全轄 向は如何にして可

能なるか」、「斡向教師等のゆくへ」を希

望者に贈呈

34 37 インチヰi宗教の擁鍵 鰯 宗教

の翻麟 脅

邪教の獲生に就いて

一 淺野研眞氏の「邪教撃滅のため

に」を讃む一

澁谷筍吉 目次では、副題省略

38 39 宗教革命の實謹録 矢島周平 目次では、「宗教革命實謹録」と記載

39 39 広昔ノどクター壽瞥謬 十字屋

40 42 宗教比較講座(第三講) 教判について(つ璽き) 堀米泰榮 目次では、「敬判について(承 前)」と記

載

42 42 醐 だよグ 宮崎縣 貴島氏

43 44〔42〕 國史・日本精神の宗教的再認識 法華経と菅原道眞 三ッ谷孝

4B 45 理科教育講座(2), 篠原雄 目次では、「理科敬育講座(第 二講)」と

記載。横書きのため、始頁と終頁が逆

49 49 交換辮 實践國語教育、生 活學校 、薪國語教

育、日々の學習指導、ホーム・ユニオン

の各三月號

53 49 高等科算術敬材解説 木村榮 横書きのため、始頁と終頁が逆

54 54 海外数育事情 海外教育事情の目次 出 典 は 、LondonTimesEducational

SapPlmentと 記 載 。SapPlementlま 、

Supplementの 誤 植

54 55 海外教育事情 英國政府教育改造案の具膣化
一行政的手段に依る教育改造の詳

細なる通牒獲表さる一

澁谷國忠(抄繹)
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55 55 海外数育事情 輝zκ於/ナる腫 徴鋤
一鑑謝 ナチス危の遷浮一

澁谷國忠(抄 謬)

55 56 海外敏育事情 顔観 教育の靭 嫁 翻
一ρンκンズ學κ纏 謂 贈さる一

澁谷國忠(抄 課)

56 56 海外数育事情 齪濠王國から句を學ぶオ、
-7擬 潔 の拶劒 逝錫一

澁谷國忠(抄繹)

56 56 海外教育事情 麺理揮教灘 の改壽
一着つま画β儀 へ6海ぬか一

澁谷國忠(抄 課)

57 57 海外教育事情
1ママ;

ソヴ■み二於ケるシエクヌと『ア

ーシ」τクヌとρ7r翻 の看彊 一

澁谷國忠(抄 課)

57 57 海外数育事情 ニユースー庚 澁谷國忠(抄 繹)

58 60 創償数育學講座(第 二講) 教育の鍍 を講ず
一騰 度と學晋r灘一

牧口常三郎 目次では、副題省略

61 63 教壇の友に送る手紙 妹N子 に與へる返書一第一信一 渡邊力 目次では、「妹N子 に與ふる一第一信

一」と記載

63 63〔57〕 教壇の友に送る手紙 信の確立・其の他 小川清

64 66 生活と文字 吉田義則

67 67 教材寳庫(一)最 近饗動の重要

敬材

蓑逝墾動の童要教材酵 の基準、

教材鷺庫β次

編輯部 目次では、「教材寳庫〔其の一〕一最近

重要饗動教材」と記載

68 68 教材寳庫(一)最 近愛動の重要

教材 關係教科 地理科

伽 ナ鰻 日潔 易 編輯部

68 69 数材寳庫(一)最 近饗動の重要

教材 關係教科 地理科

渤 細 の敢タノ4曝 編輯都

69 69 教材寳庫(一)最 近饗動の重要

教材 關係教科 地理科

萬働〃の汐多び 編輯部

69 69 教材寳庫(一)最 近饗動の重要

教材 關係教科 地理科

最逝=の貿雛 濾 編輯部

69 69 教材寳庫(一)最 近愛動の重要

教材 關係教科 地理科

チ轄 米卿翻 編輯部

69 7D 教材寳庫(一)最 近愛動の重要

教材 關係教科 地理科

増麓巖蜘 編輯部
,

70 70 教材寳庫(一)最 近愛動の重要

教材 關係教科 地理科

堺 の撹獺 覇 編輯部

70 70 教材寳庫(一)最 近愛動の重要

教材 關係教科 地理科

舗 淳一静へ調翻 巳 編輯部

70 71 教材寳庫(一)最 近愛動の重要

教材 關係教科 地理科

全圃自動車台薮 編輯部

71 フ1 教材寳庫(一)最 近饗動の重要

教材 關係教科 地理科

醐戸弘ンネノ〃認綱 編輯部

71 71 教材寳庫(一)最 近饗動の重要

教材 關係教科 地理科

ナ鍍 の継 嶺 編輯部

71 72 教材寳庫(一)最 近饗動の重要

教材 關係教科 地理科

β食鮒 ご蝶 稗韓 編輯部

72 72 教材寳庫(一)最 近饗動の重要

教材 關係教科 地理科

備 翻ご新紹元 編輯部

72 72 教材寳庫(一)最 近饗動の重要

教材 關係教科 地理科

激か6ユ=耕 編輯部

72 73 教材寳庫(一)最 近饗動の重要

教材 關係教科 地理科

蕊蟹 鋸 塀功 編輯部

73 73 敏材寳庫(一)最 近愛動の重要

教材 關係教科 地理科

癌の治療1ご新研究 編輯部

73 73 教材寳庫(一)最 近墾動の重要

敬材 關係教科 地理科

わ力蟹素鱗 耀 編輯部

74 76 話の森 教材寳庫(二) 証鐸o鎌 編輯部 目次では、「教材賢庫〔其の二)一 話の

森」と記載
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『新教』・『教育改造』索引

76 77 話の森 教材寳庫(二) ≠宙線 編輯部

フ8 79 数育實践報告 課題は何か 山中行雄

80 80 数育宗教時評 教惹宗鱒 の身次

80 80 教育宗教時評 高給者追放問題 土岐雅美

80 81 教育宗教時評 どうにもならぬ宗教教育 小林濟

81 81 教育宗教時評 歎きの韓向折紙 矢島周平

81 81 広魚襯鍵 ノチ 田口商會

82 82 教育界状報 教蘇 脚報のβ次

82 82 数育界歌報 爾ぐ鋤勃、6冤る教育へ 編輯部 目次では、「最近教育界情報」と記載

82 82 数育界状報 學撹の身霞顯 改圧 編輯部

82 83 数育界獣報 教學購 書委實諄 編輯部

82 83 数育界歌報 耀 定教揮書 編輯部

83 83 教育界状報 少年継 舗 編輯部

83 83 教育界歌報 新 一々マ魏 垂 編輯部

83 83 教育界状報 ヱスペランみ語鶴 κ 編輯部

84 85 創債教育學會の消息 矢島周平 目次では、「創債教育學會消息」と記載

B5 85 広音滋纏 示一ナーカ ーデイ状 ン

及とPアノカ ーデ漱 ン

十字屋

86 92 教員文藝 一創作一肉親
田中通

93 93 教員文藝 一随筆一彼と作品 酒井比呂志

94 94 教員文藝 新教歌壇 遙心・冬一募蜀房吟抄一 澁谷筍吉 目次では、副題省略

94 94 教員文藝 新教歌壇 紫春抄 辻信一郎

94 94 教員文藝 新教歌壇 峡の工事 土岐雅美

94 94 教員文藝 新教歌壇 生きる者 藤岡喬一

94 94 教員文藝 新教歌壇 薄氷・淺草 三井和

95 95 代理部だより

96 96 編輯後記 小林

96 96 耀 ひ 転居通知の依頼

96 96 奥が

裏表紙裏 裏表紙裏 広舟'戸伍塀邦、μ1田高正共誉!推

酬 翻ii謬 灘 あ鵜附

日本小學館

裏表紙 裏表紙

『新教』第6巻 第4号 昭和11年4月15日

[始頁][璽] 特集・連載
1内 容・タイ・ル 1著 者 1備 考1

表紙 表紙 「四月號」と記載

表紙裏 表紙裏 広魚〃々β瀦 ズβ翻 愛學鍵

吏ノ磁3研

健文社

前付1 前付1 広昔ノ劇貿教育學体系全ナ』=巻

舷五籠 例 彦～7r翻

創便敬育學會

前付2 前付2 8次

前付3 前付3 β次

前付4 前付4 β次

前付5 前付5 広昔ノ鰯 蔚 第64澱 刑戸田

謝 碁 簿々 伽
日本小學館

前付6 前付6 万灘 諾新教の使命、主蛋、本諾

の鱒

創便教育學會
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創価教育 第5号

1 1 巻頭言 平生新文相の所謂「精醜教育」の内

容及方法は如何

ページ上部に「新数 」と記載

2 13 女性と歴史(上) 柳田國男 目次では、「女性と歴史」と記載

14・ 23 「光瑞縦横談」と教育 ・宗教革命

(下)

牧口常三郎 目次では、「『光瑞維横談』と教育宗教

革命」と記載

24 35 創債教育学に基く實践謹明報文 郷土地理教育の實践研究護表
一郷土の商店分布と指導の實際一

有村陽三 目次では、「創債教育學に基く實践護

明報文」。「郷土地理教育の研究護表」

と記載

35 41 創便数育学に基く實践誼明報文 創債教育學的綴方 下野友次郎

42 43 創便教育学に基く實践誼明報文 實生活の婦人先畳階級よりの教育

革命の要求 紳近市子女史の犀婦

人と歴史の研究』

石澤泰治 目次では、副題省略

43 43 創債数育学に基く實践謹明報文 山本有三氏の純粋日本語使用論と

創債教育學の國字改良案

土岐雅美

44 44 創便教育学に基く實践談明報文 数學刷新の中椹機關文教院案有力

化

菊池正大

44 44 謹潰だ丈ダ 湯田生

45 49 創債数育學講座(第 三講) 教育態度論(績き) 牧口常三郎 目次では、「教導態度論(績き)」と記載

内容は、「二 無指導態度 に略つた注

入主義教授」

50 .53 本門佛立講は何故間違つてゐるか 和田龍谷

54 58 封宗教のはしがき 松田解子

58 59 「讃費」社説の解決を要する稗社問

題

小林濟 目次では、「護費社説の解決を要する

紳社問題」と記載

59 59 曾費だJrダ 鹿兇島縣 中島利

平

60 60 β天躍でぬ虎1矯 蜜の光跡形るな

乙

「松野殿後家尼御返事」の一節を掲載

61 63 理想最高の宗教とは何ぞや 善悪正邪の比較並に取捨選擢の標

準如何

創便教育學會 教

育・宗教革命研究

會

目次では、「創債敬育學會 教育宗教

革命研究會」と記載

63 63 灘細 内容は、「新興宗教排撃號(特 輯)(講

壇三月號)

64 64 日蓮大聖人 御申状 宿屋左衛門入道宛

65 69 最高の教義 ・無上の正宗 櫻井仁道

69 69
1マ マ,

ズ奄三鍛 鋤力室微齢 ㈱ ノ 「大畳三郎」1ま、「大學三郎」の誤り。

70 77 宗教革命生活の實践記録 創債教

育學會宗教革命教團報告

創憤教育學會 宗

敬革命教團

目次では、「宗教革命實践記録」と記載

78 79 國史・日本精碑の宗教的再認識 法華経と後醍醐天皇 三ッ谷孝

80 83 知識階級の宗教に封する態度批判 矢島周平

83 83 頷 だよグ 渡利生

84 88 宗教比較講座 教判について(承前) 堀米泰榮 目次では、「宗数比較講座(第 四講)」と

記載

89 89 教育宗教時評 教濠慕繍 勿厚次

89 90 教育宗敬時評 女學撹の送揃 ・舞蹄脅を易る
一宗教を教淳のまだノー

澁谷 目次では、「敬育・宗教時評 女學校の

學藝會を見る」と記載。続きは91ペ ー

ジ、さらに、90ページ1段 に続き完結。

90 90 教育宗敬時評 薮の葺き方 矢島

90 90 論文鋤 「綴方生活」(四月號)所 載の村山俊太

郎著「新しい文學と綴方教育」と今井轡

次郎著「文學の目標と綴 の目標」を紹

介

92 93 教育雑誌・批評紹介 教淳・國謝 育鰯 翻 目次では、「教育雑誌・批評紹介一教育

國語教育、生活學校、中央公論」と記載
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『新教』・『教育改造』索引

93 93 教育雑誌・批評紹介 生活學校(三 月號) 石澤

93 94 数育雑誌 ・批評紹介 中央公論(三 月號) 澁谷

94 94 寅諦 分重i諜 坪田譲治著 「狐狩り」、棋本楠郎著 「仔

猫の裁判」

94 94 広魚 鋭逸示一ナースコーデ彪たン

及とウうク々 一デ航 ン

十字屋

95 101 教壇の友へ送る手紙 學窓から教壇へ飛躍する人々へ 澁谷筍吉 目次では、「教壇の友へ送る手紙」と記

載

102 103 教育者煩悶相談 學校統制問題 牧口常三郎 目次では、「数育者煩悶相談」と記載

103 103 辮 ヴ評 土岐生 「静岡詩壇」、「中部評論」を寸評

104 106 教育實践報告 理科指導の三段階

一r慣 性」を取りて一

中野哲三 目次では、「理科教育の三段階」と記載

106 109 教育實践報告 四月高二の経螢 大内康弘 目次では、「四月高二の學級経螢」と記

載

壬09 110 教育實践報告 課題は何か(承前)一 月號所載論

文批判

山中行雄 目次では、「課題は何か(績 き)」と記載

110 110 石川縣 小林生 題名なし。内容は、「會員だより」。

111 114 教育實践報告 學級の團骸的精紳 平井義朝 目次では、作者名が「平井義明」と記載

114 115 屡 級の團鋤 辮 ンκ罫ナる走グ

が皆

石澤泰治

115 115 曾貞だまグ 鹿見島縣 森永隆

義

116 116 最近愛動の重要教材 教材寳庫

(一)

最逝塑動の聾 教耀 揮の塞準.

β次

創債教育學研究所 目次では、「最近愛動の重要教材(教 材

寳庫)」と記載

117 117 最近饗動の重要教材 教材寳庫

(一)關係教科 修身

交換潔 険なし 創便教育學研究所

11フ 118 最近愛動の重要教材 教材寳庫

(一)關係教科 修身

享鮒 の翻 創便教育學研究所

118 118 最近饗動の重要教材 教材寳庫

(一)關 係教科 國史

聖鍬 子の!灘 ノ 創償教育學研究所

118 118 最近饗動の重要教材 教材寳庫

(一)關 係教科 國史

辮 禰詑の撰 創便教育學研究所

119 119 最近饗動の重要教材 教材寳庫

(一)關 係教科 地理

鮪 チ鞭 砂糠擬量 創債教育學研究所

119 120 最近饗動の重要教材 教材寳庫

(一)關 係教科 地理

琵1醐轍 遊危 創債教育學研究所

120 120 最近饗動の重要教材 教材寳庫

(一)關 係敬科 地理

フし鰭 震饗動謙1撹跨からズ曜溜

次ノ遊を葺値 禦

創債敬育學砥究所

120 120 最近饗動の重要教材 教材寳庫
(ママ,

(一)關 係無科 理科

騨 ワン公深存 創債教育學研究所 撫 科」は、「理科」の誤植

121 121 最近饗動の重要数材 教材寳庫
くママ,(

一)關 係 無 科 理科

β動茸のドア・ヱンヂン

ーボタンーつてr糊 プる一

創債教育學研究所

121 121 最近饗動の重要教材 教材寳庫
{ママ1

(一)關 係無科 理科

画)吻ングン饗卵
一㈱ 界の饗勇」

創債教育學研究所

122 122 教材としての最近の國際關係 教材とムτの2侵近の屋賜鰯ダ禦 角」

界増忽 β次

創債教育學研究所 目次では、「時事問題を如何にして敏材

化するか」と記載

123 123 教材としての最近の國際關係 佛ツ叛互蕊概 立す 創債教育學研究所

123 125 教材としての最近の國際關係 ρカルノ鮒 礫 創償教育學研究所

125 125 教材としての最近の國際關係 例寒琢三國齪 励る 創債教育學研究所

125 125 教材としての最近の國際關係 澱 厚磯 創便教育學研究所

126 126 教材としての最近の國際關係 オ平灘 鯛 暫 創便敏育學研究所

126 127 教材としての最近の國際關係 グアム島κ櫨 増 創便教育學研究所

127 127 教材としての最近の國際關係 薦露願 溺 創債教育學研究所
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創価教育 第5号

{27 歪27 良詔 分億諜 千葉省 三著 「トテ馬車」、同著「葱坊

主」、坪田譲治著「魔法」

127 127 広告♂ギター ウクレレ 十字屋

128 129 精密と煩磯 福井三郎

130 134 文字の進化 吉田義則

134 134 謙 紹介 帝國教育四月號の牧口常三郎著「師範

教育改善案の批判」

135 136 ウエルズ「生命の科學」を謬して 篠原雄

136 136 広誉ゾウエルズ堂命の揮學ビ翻

版ワノ

平凡社

137 140 青木保氏の欧米視察談 編輯部

歪40 140 頷 だよグ 湯田生/N縣K生

141 145 教員文藝 創作 稗経衰弱者治療重験記 大平謙一 目次では、「轟経衰弱症治療露験記」と

記載

145 145 ラスキン、タゴールの言葉

146 146 教員文藝 新教歌壇 鋪省 土岐雅美 目次では、「教員文藝 短歌」と記載

i46 146 教員文藝 新敬歌壇 山國の旅 山路小夜子

146 147 教員文藝 新教歌壇 車前草 谷井靖治 目次では、著者名を「谷川靖治」と記載

147 14フ 教員文藝 新教歌壇 松澤村のうた 丘村比呂人

147 147 教員文藝 新教歌壇 底冷え 三井和

歪48 148 教育宗教時評 教育宗欝 の厚次

148 148 教育界情報 教鰐 醤設κ碑7r賜金 編輯部

148 148 教育界情報 継 璽不疋の學嬬 愛 編輯部

{48 149 教育界情報 董のを孜へ 編輯部

149 149 教育界惰報 英語 ・i敵學の取扱ひ

一山ロ懸女學校教育改革案一

編輯部

150 151 創債教育學會消息 矢島

151 151 儒 蕩漿

152 153 創債教育學會綱領 創債教育學會

154 154 編輯後記 編輯部

154 154 奥1ゲ

裏表紙裏 裏表紙裏 広葺ノ靭 複緬 酬 全差1 平凡社

裏表紙 裏表紙

『新教』第6巻 第5号 昭和11年5月15日

[亟コ[=亟]特 鱗 1・ 容 ・タイ・ル 1著 者 1儲
表紙 表紙 「五月號」と記載

表紙裏 表紙裏 広'痔!者考還、ノノ/ β々溝r厚 翻

黄學…誕嵌 ノ御3耀

健文社

前付1 前付1 ノオ昔ゾ黄界鍛 ズ系ンrβ本痴学暦

彦 芝雛 題1

平凡社

前付2 前付2 β次

前付3 前付3 厚次

前付4 前付4 厚次

前付5 前付5 広魚 細 翻 審!艦 吻β本辮
への諏臓 淳/・

厚生閣

前付6 前付6 刀礫 講 教の使訪、主贋、本諾

の犀容

創便教育學會

歪 1 巻頭言 平生文相に文敬刷新の希望
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『新教』・『教育改造』索引

2 3 宗教革命の可能と方法 創償教育學會 正

法研究會

4 12 女性と歴史(中) 柳田國男 目次では、r女性と歴史」と記載

13 23 科學と宗教との關係を論ず(上)

石原理學博士の「科學と宗数」を讃

みて

牧ロ常三郎 21-23ペ ージに、ゼ日蓮大聖人 開 目鋤

の一節」を掲載

24 29 教育に於ける椹威の性質 名取尭

30 38 創償数育学に基く實践謹明報文 國語と文字及漢字の考察 吉田義則 目次では、「創償教育學に基く實 践誼

明報文」と記載

38 43 創債教育学に基く實践護明報文 東京市根岸尋常小學校

讃方研究獲表罵學習指導の實際

(上)

創債教育學研究所 目次では、「東京市根岸尋常小學校讃

方研究畿表一學習指導の實際」と記載

44 45 創債教育学に基く實践誼明報文 教師の師範たるべき人格とは是か
一歌人齋藤茂吉氏の歌談を讃みて

一

石澤泰治 目次では、副題省略

46 51 創償数育學講座(第四講) 教育態度論(績 き) 牧口常三郎 内容は、「三、虚妄なる啓畿主義と無策

なる人格主義」、「四、諸種なる敏育主

義の比較検討」

52 52 理想最高の宗教とは何ぞや 選定の標準

53 57 理想最高の宗教とは何ぞや 日蓮大聖人 乙御前御消息 目次では、rB蓮 大聖人『乙御前御消

息』」と記載

58 58 理想最高の宗教とは何ぞや 聖訓 日蓮大聖人「松野殿後家尼

御返事」に云はく

目次では、r日蓮大聖人『松野殿後家尼

御返事』」と記載

59 59 理想最高の宗教とは何ぞや 日翼上人 御申}伏

60 62 理想最高の宗教とは何ぞや 最高の教義無上の正宗(績) 櫻井仁道

63 71 宗教革命の實践記録 赤化教員の完全韓向實謹と其の論

擦

高地虎雄 目次では、「赤化教員完全韓 向の實謹

と其の論擦」と記載

71 71 創償教育學會パンフレツト 『創債教育學髄系梗概(創 債教育學

會)』、『赤化青年の完全轄向は如何に

して可能なるか(牧 ロ)』、『韓向教師ら

のゆくへ(澁谷)』の贈呈について

72 73 宗数革命の實践記録 新に日蓮正宗を信奉せる者の感謝 幅井三郎

73 74 宗教革命の實践記録 現謹に就て 近村四郎 目次では、「現談について」と記載

74 74 一三二頁より績く 「132頁より綾く」とあるが、133ページの

続きが掲載

75 79 國史日本精騨の宗教的再認識 徳川時代に於ける法難(上)

日蓮正宗 廣布山信盛寺史

敬育・宗教革命研

究會

目次では、「徳川時代に於ける法難一

廣布山信盛寺史一」と記載

80 83 國史日本精轟の宗教的再認識 法華経と御の観念について 三ッ矢孝

84 85 宗数比較講座 教判について(承前) 堀米泰榮

85 B5 礫 矢島周平 小林濟 四月號掲載 の「日蓮大聖人 御申状」

の正誤、「日天出でぬれば萬星の光跡

形もなし」は誤植が多かったので58ペ

ージに再掲の旨。

86 88 敬育實践報告 「君子不重則不威」を教育の實際よ

り見る

鮫島利治 横書のため、返り点(レ点)は省略した。

89 92 教育實践報告 高小算術教材扱ひ方の一二 木村榮 目次でば、「高小算術教材取扱ひの一

二」と記載

93 97 敬育實践報告 彼女は如何なる書を愛讃したか(其

の一)

一幼時から高女二年までの回想一

竹澤義夫 目次では、「彼女は如何なる書を愛讃し

たか」と記載

98 98 最近饗動の重要教材 教材寳庫 翻 鋤 の重要教存謝 羅 の碁

準、厚次

創債敬育學研究所

99 100 最近饗動の重要教材 教材寳庫 輸出入累年比較表 創債敬育學研究所
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創価教育 第5号

100 102 最近饗動の重要教材 教材寳庫 全國主要都市に於ける螢働實況統

計

創債教育學研究所

103 103 最近愛動の重要教材 教材寳庫

修身科・國史科

天皇陛下第三光五回の御誕辰 創償教育學研究所 目次では、「天皇陛下第三十五同御誕

辰」と記載。

103 103 最近饗動の重要教材 教材寳庫

修身科・國史科

國號と元首の御稻呼
一四月十八日外務省公表一

創債教育學研究所 目次では、副題省略

103 104 最近婁動の重要教材 教材寳庫

修身科・國史科

江戸城外濠史蹟に指定 創償敏育學研究所

104 105 最近饗動の重要教材 教材寳庫

修身科・國史科

明治聯宮絡藍館完成 創債教育學硬究所

105 107 最近饗動の重要教材 数材寳庫

關係数科(地理)

國勢調査結果

一内閣統計局畿表一

創債教育學研究所 目次では、副題省略

107 107 最近饗動の重要教材 教材寳庫

關係教科(地理)

昭和十年本邦渡來外人数 創債教育學研究所 目次では、「昭和十年度本邦渡來外人

数」と記載

108 114 宇宙の形と年齢 麗井三郎

114 119 男子の洋服に就て 山縣武夫 目次では、f男子の洋服について」と記

載、119ペ ージに山縣氏の手紙を紹介

(編者)

120 120 教育宗数時評 教育宗教騨 のβ磁

120 121 教育宗教時評 文教備 の露 目次では、「数育・宗教時評」と記載

121 123 教育宗教時評 男女鞭 屍紀購 の」瞭

124 128 教育改革とは何か 川又長 目次では、「教育革命とは何か」と記載

128 133〔74〕 心藤豊讃 伊藤操

134 135〔143〕 教員文藝' 日向の傅説 美 津々の掲入團子 吉田義則 目次では、「傅説 美々津の掲入團子」

と記載

136 136 教員文藝 新教歌壇 雨後 坂口貴敏 目次では、「教員文藝 短歌」と記載

136 137 教員文藝 新教歌壇 いつの日か 渥美厚

137 137 教員文藝 新数歌壇 旅中匙景 土岐雅美

137 137 教員文藝 新教歌壇 早春 押見吉樹

137 137 教員文藝 新教歌壇 裾野の歌 丘村比呂人

138 138 海外教育事情 海外教育事情の目次 出典 は、TheTimesEducuti。nal

Sopplementカ 、らと記 載 。Sopplement

は 、Supplementの 誤 植

13B 142 海外教育事情 少年螢働と義務教育免除制 澁谷國忠(抄課)

142 142 海外教育事情 ナチスに追はれる學者の大群 澁谷國忠(抄鐸)

142 142 海外教育事情 就學見童に牛乳を與へよ 澁谷國忠(抄繹)

143 143 原稿募集

144 144 教育界情報 教淳界儲 のβ次

144 144 敬育界情報 文荷の教翻 野の瀕 編輯部

144 144 教育界情報 誌 團 の公房教育必 編輯部

144 145 教育界情報 學位繕 反」嘉蹄 鰭 文雌
ぜず一

編輯部

145 145 教育界情報
'

養老院の不正 編輯部

145 145 教育界情報 亦酬 κ教へるβ縮 學授 編輯部

146 147 創償教育學會の消息 目次では、「創債教育學會消息」と記載

147 壌47 教淳・」宗教車緬 …差耽 醇 八月中旬の予定を紹介

148 149 創債教育學會會員名簿

150 i53 創債教育學會要覧 創償教育學會

154 154 編輯後記 編輯部

154 {54 奥が
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『新教』・『教育改造』索引

『新教』第6巻 第6号 昭和11年6月15日

[璽コ[璽]1 特集・連載
1・ 容・タイ・ル 1著 者 1備 考

表紙 表紙 「六月號」と記載

表紙裏 表紙裏 広痔'創貿教育學体系全チ=巻

窮五巻近矧 以下寵刑

創債教育學會

前付1 前付1 広飾〃 β々瀦 ズβ痢駿 學鍵

史ノ勉3紐

健文社

前付2 前付2 β次

前付3 前付3 厚次

前付4 前付4 β次

前付5 前付5 婿 宣言▽緻 ン囎/教育巖 ソ 創債敬育學會

前付6 前付6 β灘 議新教の癒命、主張.婿

の鱒

創債教育學會

1 1 巻頭言 『庶政一新』は教育宗数を革命せず

して出來るか

目次では、「庶政一新は教育宗教を革

命せずして出來るか」と記載

2 3 艮本の教育改良に劃する創債教育

學會の使命

秋月左都夫

4 12 女性と歴史(下) 柳田國男

13 22 科學と宗教との關係を論ず(下)

綜合科學の運動に封して

牧口常三郎 目次では、「宗教と科學との關係を論ず

(下)一綜合科學の運動に封して一」と

記載

23 23 創債教育学に基く實践謹明報文 易「究麓≠勿 基芦 目次では、「創債教育學に基く實践誼

明報文」と記載

24 27 創債教育学に基く實践謹明報文 「師範教育改善案」の修正案 創債教育學研究所 目次では、「師範教育改善案批判」と記

載

2フ 38 創便教育学に基く實践誼明報文 漢字學習の實践指導(上) 吉田義則

38 43 創償数育学に基く實践謹明報文 比に關する一考察 木村榮

44 51 創債教育学に基く實践謹明報文 綴方教授の比較的研究 下野友次郎

51 55 創便教育学に基く實践謹明報文 長野縣教育者の創債教育學の欲求 高地虎雄 目次では、「長野縣教育者の創償教育

學への欲求」と記載

55 55 購
56 56 國史日本精轟の宗教的再認識 國碧教淳再認辮 鍔

57 61 國史日本精藤の宗教的再認識 日蓮大聖人 四條金吾殿御返事 目次では、「四條金吾殿御返事」と記載

62 63 國史日本精稗の宗教的再認識 r四條金吾殿御返事」拝讃の指針 堀米泰榮 目次では、「四條金吾殿御返事拝讃の

指針」と記載

63 63 國史日本精紳の宗数的再認識 吻鯉 澱 翻 鼠ノの一訪

64 69 國史日本精轟の宗教的再認識 徳川時代に於ける法難(下)

日蓮正宗 廣布山信盛寺史

教育・宗教革命研

究會

目次では、副題省略

69 69 広魚β囎 伏日蓮ン 大日蓮社

70 73 創債数育學講座(第五講) 教育態度論(綾き) 牧口常三郎 目次では、「創債教育學講座 教育態

度論(績)」と記載。内容は、「四 諸主義

の教導態度の比較桧討」

74 77 既成宗敏の債値批判 日常生活に及ぼす宗数の数果 河野清丸 目次では、「日常生活に及ぼす宗教の

効果」と記載

77 77 広奇ノ汐翻 畢狸要湯講渤 大日蓮社

78 81 既成宗教の償値批判 萬教鹸一運動座談會の批判 矢島周平

8歪 81 広魚ズ石膠昂鷹上入鍔7聲r一纏

灘 宗二勧

大日蓮社
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82 82 理想最高の宗数とは何ぞや 愚ぎの灘

83 84 理想最高の宗教とは何ぞや 日蓮大聖人 経王殿御返事

85 85 理想最高の宗教とは何ぞや 日目上人 御申状

86 88 理想最高の宗教とは何ぞや 最高の教義無上の正宗(績) 櫻井仁道

88 88 広告!娚β亨上凶拐7馨 ズ日齪 宗

緬

雪山書房

89 9歪 宗教革命の實践記録 宗教革命最高正法教團道場鴇鹸録 創債教育學會 宗

教革命教團

目次では、「最上正法教團道場鵤験記

録」と記載

91 91 謄 小林濟

92 97 宗教革命の實践記録 信仰流韓十年(上) 中野哲三

97 97 広昔ノ敷ρ常三艦 生書/鞭 の統

合ψのと6での鯉 鐸易「究傭 アチ

脚 ノ

日本小學館

98 104 宗i敦比較講座 日蓮聖人の敬義研鎖上の用心(上) 堀米泰榮

104 104 β蓮弐聖スの翻歌 三首

105 105 最近饗動の重要教材 教材寳庫 最近婆動の重要教材選揮の基準、

目次

創債教育學研究所

106 106 最近饗動の重要教材 教材寳庫

關係数科 修身・國史

聖上陛下議會に勅語を賜ふ 創債教育學研究所

106 106 最近饗動の重要教材 教材寳庫

關係教科 修身・國史

皇后陛下御親しく御掃立 創債教育學研究所

106 106 最近饗動の重要教材 教材寳庫

關係教科 修身・國史

三笠宮殿下御餓京 創便教育學研究所

106 106 最近饗動の重要教材 教材寳庫

關係教科 修身・國史

統治樺の主擢は天皇に存す 倉順教育學研究所

107 107 最近墜動の重要教材 教材寳庫

關係教科 修身・國史

外交史の第一冊完成 創便教育學研究所

107 107 最近婁動の重要教材 教材寳庫

關係教科 修身・國史

世に出る御堂關白記 創債教育學研究所

107 108 最近饗動の重要教材 教材寳庫

關係敬科 修身・國史

江戸城の抜穴 創債教育學研究所

108 1」1 最近愛動の重要教材 教材寳庫

關係敬科・地理

世界の動き 創債敬育學研究所

111 111 最近饗動の重要教材 教材寳庫

關係敏科・地理

繭・生糸産額の饗遷 創債敬育學研究所 目次では、「繭生糸産額の饗遷」と記載

111 112 最近饗動の重要教材 教材寳庫

關係教科・地理

石油の生産と消費 創便教育學研究所

112 判2 最近饗動の重要教材 教材寳庫

關係数科・地理

名古屋市の人ロ 創償教育學研究所

羽2 112 最近饗動の重要教材 教材寳庫

關係敏科・地理

岡谷市の誕生 創債教育學研究所

112 113 最近饗動の重要教材 教材寳庫

關係敏科・地理

砂糖の需給 創償教育學研究所

113 113 最近愛動の重要教材 教材寳庫

關係教科・地理

朝鮮の産金額 創債敬育學研究所

113 i13 最近饗動の重要教材 教材寳庫

關係教科・地理

日満 時計の握手 創償教育學研究所 目次では、「日満時計の握手」と記載

113 114 最近饗動の重要教材 教材寳庫

關係教科・地理

京濱運河埋立地計豊 創債敬育學研究所 目次では、「京濱運河埋立地計劃」と記

載

1圭4 115 最近饗動の重要教材 教材寳庫

關係教科・理科

素人日食観測法
1

一六月十九日一

創債教育學研究所 目次では、副題省略

115 115 最近饗動の重要敬材 教材寳庫

關係教科・理科

時の話 創債教育學研究所
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『新教』・『教育改造』索引

1{5 月6 最近饗動の重要教材 教材寳庫

關係数科・理科

氣象観測船

一おきあがりこぼし船の建造一

創債敬育學研究所 目次では、「氣象観測船の建造」と記載

116 116 最近饗動の重要教材 数材寳庫

關係教科・理科

「放流鱒」の話 創債教育學研究所 目次では、「放流鱒の話」と記載

116 117 最近饗動の重要教材 教材寳庫

關係教科・理科

魔法ガラスの獲明 創債敬育學研究所 目次では、「魔法ガラスの襲見」と記載

判7 117 儲鯉 憂翻 曜 ノの訂正 編者

118 121 漢字漫語 遠山光二

122 126 教育賓践報告 算術事實問題指導に關する管見 松永椒 目次では、「算術事實問題に關する管

見」と記載

126 歪32 教育實践報告 歴史讃物と文藝讃物(其 二)

一ある少女の愛讃書一

竹澤義夫 目次では、「歴史讃物と文藝讃物」と記

載

132 壬32 頷 だよダ 鹿見島縣 谷本生

133 136 創債教育學會に劉する感想 日下康郎

133 135 會員信蓮 拉か6 長野K生 「會員通信」の誤植

135 136 會員1謡 返酢 死へτ

丁36 136 繍 らぜ 本誌五月號 ・六月號掲載の牧口研究所

長の「科學と宗教の關係を論ず」を近日

中に學會パンフレット第六輯として刊行

13フ 138 教育宗教時評 迷鑓2}争の迷瘡

138 139 数育宗教時評 ξ宗教の鷹働 翔の禰

140 140 教員文藝 新教歌壇 大石寺譜 渡邊力 目次では、「教員文藝 短歌」と記載

140 140 教員文藝 新教歌壇 をり跳 の歌 渥美厚之

141 141 教員文藝 新教歌壇 開墾地厨景 山路小夜子

141 手41 教員文藝 新教歌壇 五月 丘村比呂人

141 141 教員文藝 新教歌壇 新光 土岐雅美

142 142 海外教育事情 渤 教淳事痴のβ次 出 典 は 、TheTimesEducati。nalg

uPPIementか らと記 載 。guPPIement

は、Supplementの 誤 植

142 144 海外教育事惜 フィンランドの重震教育 農房蕩

箏學狡の溜

澁谷國忠(捗 謬)

144 145 海外教育事情 姻 震存教淳の掬 ρづごる局

億 身をうたふ

澁谷國忠(捗 繹)

145 145 海外教育事情 鰐 昔樂鍛淳舗 かる一四且亡

旬プラーグなて一

澁谷國忠(捗 課)

145 145〔12て〕 海外数育事情 男亥混台教翻 蟹さrる 澁谷國忠(捗 課)

.146 146 教育界時報 β次

146 146 教育界時報 譲猷 於!ナる、鱗 贈 編輯部 目次では、「教育界情報」と記載

146 146 教育界時報 智蘭 璽雛蜜 編輯部

147 147 敬育界時報 韻耀腿 編輯部

147 147 教育界時報 β本語誰 一ρ一r欲學だ綴 一 編輯部

147 147 教育界時報 學醗 の教鰍 革一乃木辮 の痩

房一

編輯部

148 148 創便教育學會の消息 目次では、「創債敬育學會消息」と記載

149 149 総會議事記録 目次では、「総會議事録」と記載

150 153 創便教育學會要覧 創債教育學會

154 154 編輯後記 編輯部

154 154 繍 ひ 準会員に対して集金郵便の連絡

154 歪54 奥が

裏表紙裏 裏表紙裏 広昔ノ理補改調64囎 矧 戸田

捌 春/撚糞草勧

日本小學館

裏表紙 裏表紙
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教育改造 昭和11年7月15日

創価教育 第5号

(第6巻 第7号)

[始頁]纈 1糠 繍 1内 容・タイ・ル 1瀦 1備 考1
表紙 表紙 「七月號」と記載

表紙裏 表紙裏 広苦!敷々 ㌍ 醗 」生善/鞭 の紐

合φのと6τの紐 揮疏霧礁 アチ

脚 ノ

日本小學館

前付1 前付1 広魚 〃 汐々瀦 ズβ痢國憩學鍵

吏ノ磁6紐 、燃 ・離 ・受翻参考

書.深田緬 浮書匹全鐸豚 詔翻

勉6耀

建文社

前付2 前付2 広苦ゾ甥 駿 煉/、ズβ類 澤

酉鞭 雛 題1

平凡社

前付3 前付3
「

厚次

前付4 前付4 厚次

前付5 前付5 直7次

前付6 前付6 β次

前付7 前付7 広告'鰯改諜64叛 饗形戸田

捌 書騰 伽

B本小學館

前付8 前付8 広昔r戸田劒 芳盈儲/認 左賑

舗

日本小學館

1 1 巻頭言 學制改革案に封する平生文相の意

氣

2 18 師範教育内容改善修正案提出の趣

旨

創便教育學研究所

19 21 平生文相の學制改革腹案批判 創便教育學研究所

22 26 善悪琿と大小観との混迷
一債値批判の原理一

牧口常三郎

27 34 教育と小説 一青少年に小説を讃

ませる可否とその庭置一

名取禿 目次では、副題省略

35 35 創債教育学に基く實践謹明報文 研究批判の基準 目次では、「創便教 育學に基く實践謹

明報文」と記載

36 38 創債敬育学に基く實践謹明報文 慮用問題の教授法 戸田城外

田中脩一

39 43 創債教育学に基く實践誼明報文 國史教授指導案 小林濟

44 46 創債教育学に基く實践誼明報文 理科新學習 指導案 一 尋五、か

(蚊)を一例として一

石澤泰治 目次では、「理科新學習指導」と記載

47 48 創債教育学に基く實践謹明報文 唱歌教育の問題 信を眼目とし指

導技術を考察する

大木泰三 目次では、副題省略

48 51 創債数育学に基く實践謎明報文 童謡創作の指導 三ツ矢孝 目次では、「童謡創作指導」と記載

51 56 創債数育学に基く實践誼明報文 夏休みの課題としての養麺實習指

導の研究

土岐雅美 目次では、「夏休みの課題としての養璽

實習指導」と記載

57 60 創債教育学に基く實践誼明報文 農村青年指導 齪打せよ暁の鐘を 山田高正 目次では、「農村青年指導案」と記載

61 67 創償敬育學講座(第六講) 教育態度論(綾き) 牧口常三郎 目次では、「創債教育學講座 教育態

度論(績 き)」と記載。内容 は、「五 諸

主義敬育の目指す 麟結鮎如何」「六

感化と啓獲」

68 68 最近饗動の重要教材

(創償教育學に基づける教材選

揮の實例)

最近饗動の璽要教材選揮の基準、

目次

69 69 最近饗動の重要教材

關係教科 修身・國史

思想問題を御診念 一司法長官に

御賜餐一

目次では、副題省略

69 69 最近璽動の重要教材

關係教科 修身・國史

皇太子殿下の新御殿地鎭祭 目次では、「皇太子殿下の新御殿着工」

と記載
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69 69 最近饗動の重要教材

關係教科 修身・國史

畏し深き叡慮 一オリムピツク大會

出場を前に盟育協會へ御下賜金一

目次では、副題省略

69 70 最近愛動の重要教材

關係教科 讃方

夏山の幅音鳩が救ひ聯 目次では「鳩が救ひ稗」と記載

70 70 最近饗動の重要教材

關係教科 國史

尋五國史第八、天智天皇と藤原鎌

足三六頁五行に記入 一滋賀の都

をあとに近江紳宮の建立一

目次では、「近江紳宮建立」と記載

70 70 最近饗動の重要教材

關係数科 國史

上代の群馬地方は輝く文化の中心 目次では、「上代群馬縣地方の文化」と

記載

71 72 最近饗動の重要教材

關係教科 國史

地圖の織豊時代 一葡國出版舶來

日本地圖一

目次では、副題省略

72 72 最近饗動の重要教材

關係数科 國史

成吉思汗の城護掘 目次では、「ジンギスカンの城畿掘」と

記載

72 72 最近愛動の重要教材

關係数科 國史

高杉晋作・菊池武光の銅像 目次では、「高杉晋作菊池武光の銅像」

と記載

72 73 最近饗動の重要教材

關係数科 國史

大井川・思ひ出の「蓮甕越 」 目次では、「大井川思ひ出の蓮壷越」と

記載

73 73 最近婁動の重要教材

關係教科 地理

聯合艦隊を充實 一新に二主力戦

隊編成一

目次では、副題省略

73 73 最近饗動の重要教材

關係数科 地理

東京 ・下關間十五 時間 一山陽線

のスピード化一

目次では、「東京下關間十五時間」と記

載。

74 74 最近饗動の重要教材

關係教科 地理

満州國治外法樺撤慶 一課税穫と

産業行政権▽

目次では、副題省略

74 75 最近饗動の重要教材

關係数科 地理

日濠貿易關係 一封日關税引上一 目次では、副題省略

75 76 最近饗動の重要教材

關係教科 地理

日満猫貿易關係 一満濁貿易協定

成る一

目次では、「満猫貿易協定成る」と記載

76 77 最近婁動の重要教材

關係数科 地理

米國向け綿布に門戸閉さる 一關

税引上げ獲令一

目次では、副題省略

77 7フ 最近饗動の重要教材

關係教科 地理

勧 産額

77 フ8 最近塁動の重要教材

關係敬科 地理

生糸の生産額 一昭和九年度一 目次では、「生糸の産額」と記載

78 78 最近饗動の重要教材

關係教科 地理

一アラスカ公海ヘー 魚塩躍進の

第一段

目次では、「漁場躍進の第一段」と記載

78 79 最近饗動の重要教材

關係敏科 地理

世界各國漁船敷 一海軍有終會調

査一

目次では、副題省略

79 79 最近饗動の重要教材

關係教科 地理

海外各地在留本邦人敷 一昭和九

年十月一日外務省調査一

目次では、副題省略

79 79 最近饗動の重要敏材

關係教科 地理

馬頭数 目次では、「馬の頭数」と記載

79 79 最近饗動の重要教材

關係敬科 地理

茶の産額 一昭和九年度一 目次では、副題省略

79 80 最近饗動の重要教材

關係教科 地理

絹織物の産額 一昭和九年一 目次では、副題省略

80 80 最近愛動の重要教材

關係敬科 地理

東京市に於ける玩具工業

80 80 最近饗動の重要教材

關係教科 地理

關釜連絡船の今昔 一大汽船「金

剛丸」が進水一

目次では、副題省略

80 81 最近饗動の重要教材

關係教科 地理

帝國議會新議事堂 目次では、「帝國議會新議事堂成る」と

記載

81 81 最近饗動の重要教材

關係敬科 地理

エクワドル恐日病 一ガラペゴス島

を米國へ費り一

目次では、副題省略

81 82 最近愛動の重要教材

關係教科 地理

ヒマラヤ征服ヘ ー立教健見の壮

墨一

目次では、「ヒマラヤ山征服へ」と記載
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82 82 最近饗動の重要敬材

關係教科 理科

尋五 理科 第三八石灰六八頁四行

に記入 石炭液化の工業化 一徳

山に大工場建設一

目次では、「石炭液化の工業化」と記載

83 83 最近愛動の重要教材

關係敏科 理科

東京府下奥多摩に有史以前の鍾乳

洞

目次では、「有史以前の鍾乳洞」と記載

83 84 最近愛動の重要数材

關係教科 理科

皮下種痘時代來る

84 84 最近饗動の重要教材

關係教科 理科

鼠は傅染病菌を配達せず 一興味

深い實瞼報告一

目次では、副題省略

84 84 最近饗動の重要教材

關係教科 理科

燃えない木材

85 87 既成宗教並に生活指導原理の批

判

平和生活の最大正法 矢島周平 目次では、「既成宗教並生活指導原理

の批判」と記載

87 91 既成宗数並に生活指導原理の批

判

儒教の根本的飲陪とその修正 渡邊力 目次には、「儒教の根本的蝕陥」と記載

91 93 既成宗敬並に生活指導原理の批

判

紳と法との問題 渡利信夫

93 96 既成宗教並に生活指導原理の批

判

彼比雨岸に迷ふ眞宗 高地虎雄

96 97 既成宗教並に生活指導原理の批

判

この親 ゆゑに子は涙の半生 一開

かぬ心の扉を如何にするか一

小川清 目次では、「此の親ゆえに子 は涙の半

生」と記載

98 98 理想最高の宗教とは何ぞや 歯宕の酵 目次では、「理想最高の宗教」と記載

99 99 理想最高の宗教とは何ぞや 日蓮大聖人 聖訓 日出テて 後の

星の光

目次では、副題省略

100 101 理想最高の宗教とは何ぞや 日道上人 御申状

102 102 理想最高の宗教とは何ぞや 日蓮大聖人聖訓舞讃の指針 堀米泰榮

103 103 理想最高の宗教とは何ぞや 日道上人御申欺葬讃の指針 堀米泰榮

104 107〔138〕 理想最高の宗教とは何ぞや 正法は唯一なり 千種法輝

108 114 宗教革命の實践記録 宗教革命断行の生活實謹録 創債教育學會 宗

敏革命教團

114 118 宗教革命の實践記録 濁人東西行脚 谷本進

119 122 宗教革命の實蹉記録 信仰流韓十年(下) 中野哲三

122 123 宗数革命の實践記録 教育生活断片 木村光雄

124 128 宗教比較講座 日蓮聖人の敏義研鎖上の用心(下) 堀米泰榮 目次では、「日蓮聖人の教義研鎖上の

用心」と記載

129 131 緑蔭閑話 もぐら 東都阪

131 133 緑蔭閑話 眞理をえぐる 下村幸三 目次では、「眞理を扶る」と記載

133 133 緑蔭閑話 41ぱなし

129 131 會員通信 望國の爲め仁 宮城 星生

131 133 會員通信 教諺 正の爲めκ 鹿見島 柳田生

133 133 會員通信 支部研究舗 濫 茨城縣 菊池生

134 134 徳育指導ニュース 徳舗 掌 ユースの差7次

134 134 徳育指導ニユース 勿 、々殉を」ケつ諮講 士の繭

134 135 徳育指導ニユース あつ働 級蚕

135 135 徳育指導ニユース 奨てらカた子の鰻 よく父を改む

135 135 広魚βE齢/ンeβ 三勤 大日蓮社

136 138[107玉 質問に答へて 藩韓 と齢 薮淳學との燗系 数育宗教革命研究

會

内容は、「一、 日蓮正宗のみが正しい

信仰であると言ふ理 由如何」、f二、最

高正宗の入信者の種類について」

139 139 本誌の機構 編輯部

140 140 教育宗数時評 教育宗教癬 の距7次

一319一



『新教』・『教育改造』索引

140 143 教育宗教時評 教員根性(上) 戸田城外 目次では、「教員根性」と記載

143 143 教育宗教時評 世界教育會議よ 深山春水 目次では、「世界数育會議」と記載

144 歪44 敏育宗教時評 匿名批評の輿論性 小野薪吾

144 145 教育宗敏時評 刑法改正と教育改造 外岐雅樹 目次では、「刑法改 正と教育問題」と記

載

145 145 鞭 教育學勘11ンフレツみ 「創償教育學盤系梗概」、「赤化青年の完

全轄向は如何にして可能なるか」、「韓向

教師らのゆくへ」、「科學と宗敬との關係

を論ず」(近刊)贈呈について

146 146 教育宗教時評 時まさに非常時 深春山水 目次にば、r深山」と記載

147 147 敏育宗教時評 宇宙のモラル 河田信彦

148 149 海外教育事情 米鰍 淳界のあゆみ 澁谷國忠(抄課) 出 典 は 、 τheTimesEducational

Supplementか らと記 載

149 149[145] 海外数育事情 聯教罐 系鐙 澁谷國忠(抄課) 145ペ ージ3段 に続き完結

150 151 教育界情報 編輯部 コピー欠落

152 153 創債敬育學會消息 153ペ ージに会員名簿

154 154 編輯後記 編輯部

154 154 奥ガ

裏表紙裏 裏表紙裏 広島 戸伍撰亦、哲厨茜正黙書!据

理式諭 縛 麓解 舗

日本小學館

裏表紙 裏表紙 広飾敷 響々 院杢著1鞭 教育

學鎌1会チニ豹

創償教育學會

2,『 新教』・『教育改造』執筆者一覧

凡 例

一、人名の順序は、原則として掲載順である。

一
、同一人物が、異なった表記になっている場合もあるため、その可能性がある場合は、前項に

かかわらず、できるだけ並べて記載 した。

一
、肩書、勤務先等は、表記に従った。

1人 名 1肩 書鰯 先等 1都道府県1 掲載されている巻・号数 1備 考1

牧口常三郎 創債教育學研究所長

第5巻 第12号 別冊、第6巻 第1号 、

第6巻 第2号 、第6巻 第3号 、第6巻 第4号 、

第6巻 第5号 、第6巻 第6号 、第6巻 第7・号

牧・i
「 r

第蜷第2号i

池岡酵i明 治大學鞭 第・舗1号i

高田規一郎i 第・欝 号i
7rr-1「

名取発1帝 國美術學校教授;1第6巻 第1号 、第6巻 第5号 、第6巻 第7号1
4→ ←

1鞭 鞘 轄 顧問;
岡田文秀ll

l前 千葉縣知事 内務省衛生局長I
ll

;第
6巻 第1号l

I

ll

吉・義則i黙 灘騰 鞠縢i
髭 よ

第蜷 第1号 、第蜷 第・号、第・巻第・号、i

第6巻 第4号 、第6巻 第5号 、第6巻 第6号1
凡

渡邊春夫 i 第6巻 第1号

渡邊力
:

創償教育學會幹事1
圏

L」

第6巻 第2号 、第6巻 第3号 、第6巻 第6号 、

第6巻 第7号
J L
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創価教育 第5号

木崎清二郎
ll

障6麟 得i

小野新吾
ll

l第6巻 第1号 、第6巻 第7号1

小野生
ll

l第6巻第1号1

小野

一1セ

1第6巻第2号1
「1

小野謹吾
ll
I第6巻 第2号1
畢1

土田勝 i第6巻第 号i
4尋 ・

見玉音吉 内務省警務官補
聾1

聾第6巻 第1号1目 次では、肩書きを「内務省保安課」と記載
ll

山中芳男
塵1

;第6巻第1号1

山中行雄
創償教育學會會員

茨城縣結城郡西豊田第一校

「 曾■

腫1

聾1
1第6巻 第2号 、第6巻 第3号 、第6巻 第4号1
塵1
犀1

堀米泰榮

,1

;第6巻 第1号 、第6巻 第2号 、第6巻 第3号 、l

l第6巻 第4号 、第6巻 第5号 、第6巻 第6号 、l
ll

l第6巻第7号1

巷三平
■ ■
1第6巻第1号1」L

巷生
1重
1第6巻 第2号l
Il

三平
lI

i第蜷第愕i
XYZ

1コ
1第6巻第1号1

S生
ll

I第6巻 第1号 コ第6巻 第1号(39頁)の 「新刊紹介」を記述
19

K生

【8

N縣;第6巻 第4号1「 會員だより」に寄稿
」 」。

K生
Il

長野縣1第6巻 第6号1「 會員通信」に寄稿塵1

小原景次
創債教育學會正會員

東京布瀧野期第三尋常小學校

星 圏

聰l

l第6巻第1号、第6巻第2号1
聖1
■〕,

川又長
創便教育學曾會員

茨城縣長倉小學校

Il
ll
l第6巻 第1号 、第6巻 第5号l
Il

ll

←

桑野春彦 熊本縣大道小學校

「
1第6巻第1号1」L

川瀬和夫 名古屋市門前學校
ll
:第6巻第1号}

大内康弘 茨城縣日立第三小學校

乙 犀

i號 第一 謙 聯 巻第・号i瓢 惑轟 弘」醐 次では「大内」と

澁谷筍吉

1塵

;第6巻 第1号 、第6巻 第2号 、第6巻 第3号 、1

;第6巻 第4号l
JL

澁谷
ll

l第6巻 第1号 、第6巻 第2号 、第6巻 第4号1

澁谷生
ll

l第6巻 第1号 、第6巻 第3号1
-1督 ・

澁谷信義 創債教育學會「薪敬」編輯部
ll

ll

ll

澁谷國忠 創債教育學會特別賛助會員

1匹

横浜市i第 麟2号 第6巻第3号・第6巻第`号・i
l第6巻 第6号 、第6巻 第7号1
雀1

丘村比呂人

1コ
犀第6巻 第2号 、第6巻 第4号 、第6巻 第5号 、l

i第 蜷 第,号i澁 谷臨 嘩 名・(注6)参照」1

瀧哲夫
ll
l第6巻 第1号1

三井和

、Y膠

1第6巻 第1号 、第6巻 第2号 、第6巻 第3号 、;

1第6巻 第4号l
JJ冒

三井章敬
巳1

}第6巻 第2号;

土岐雅美 創便教育學研究所員
i第嚇 離 ・巻購 購 第・号・i
l第6巻 第4号 、第6巻 第5号 、第6巻 第6号 、l
ll

l第6巻第7号1

土峰雅美

幽1㍗

i第,巻第、号i本 文で脚 燵 雅美」だ力旧 次では「土雌
11美 」と記載
11

土岐生
11

:第6巻 第2号 ・第6巻 第4号1

土岐
、r

i第6翻3号i

渥美厚之
11

1第6巻 第1号 ・第6巻 第6号1

渥美厚
ll

l第6巻第5号1

小林生
Il
l第6巻第1号1
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『新教』・『教育改造』索引

小林濟 創債教育學會「新敬」編輯部
第6巻 第2号 、第6巻 第3号 、第6巻 第4号 、

第6巻 第5号 、第6巻 繁6号 、第6巻 第7号

第6巻 第7号 では、肩書を「創債教育學研究所」

と記載

小林

「

第6巻 第3号

小林生 石川縣 第6巻 第4号

,1、川生lT1第,巻 第、号1目 次では、,小Ill清」と麹(第 。巻第,号)
κ ム 」 み

小輝清 第6巻 第7号

戸田城外 創便教育學會常務理事 第6巻 第7号

・・証1創 購 學會理事 第6巻 第7号

:

矢・周平i創 購 學鱒

:

第6巻 第1号 、第6巻 第2号 、第6巻 第3号 、

第6巻 第4号 、第6巻 第5号 、第6巻 第6号 、

第6巻 第7号

1

矢島生1 第6巻 第1号 、第6巻 第2号

矢島

7

第6巻 第1号 、第6巻 第2号 、第6巻 第3号 、

第6巻 第4号 、第6巻 第5号

本文では「矢島」だが、目次では「矢島周平」と記

載(第6巻 第1号 、第3号)

村上貞吉 満朔國法律顧問 第6巻 第2号

菊池正大 第6巻 第2号 、第6巻 第4号

菊池生 茨城縣 第6巻 第7号 「會員通信」に寄稿

櫻井三之助 第6巻 第2号
本文では「櫻井三之助」だが、目次では「櫻井」と

記載

三矢孝
ト

第6巻 第2号

1創債教育學研究員
三ッ矢孝I

l東京市亀青尋常嵩等小學校

第6巻 第3号 、第6巻 第4号 、第6巻 第5号 、

第6巻 第7号

i倉順教醒 會特別賛助韻
篠原雄 、

1綜合科學協会常任幹事
第6巻 第2号 、第6巻 第3号 、第6巻 第4号

i創鰍 静 礪 員木村榮1東 京市菅刈尋常小學校

L 」

第6巻 第2号 、第6巻 第3号 、第6巻 第5号 、

第6巻 第6号

桂御門敏郎i
i第 ・巻第・号

河野元伸i
1

1第6巻 第2号

1鞭 糖 學研究員
林幸四郎l

l東京市麻布高等小學校

「 ア

:第6巻 第2号

1「會員だより」に寄稿
1

平林治芳i創 鰍 育學舘 員 長野縣
圏

第6巻 第2号1同 上

丹治半三郎111第 蜷第、号lL」JL

秋月左都夫
創債教育學會顧問

前學習院御用掛
第6巻 第3号 、第6巻 第6号

第6巻 第6号 では、肩書を「元填地利大使 本學

會顧問」と記載

石澤泰治 創債数育學研究所員
第6巻 第3号 、第6巻 第4号 、第6巻 第5号 、

第6巻 第7号

石澤 T
2

1一
第6畿4号i

渡部政盛 i 第・巻第・号i

野々田健三
倉順鞘 學會正韻i

東京市根岸尋常小學校1
← 尋

1創 償教育學研究所と合同、野々田氏は實験と記
第6巻第3号Il載

45・

貴島氏ll宮 崎縣}第6巻 第3号1「 會員だより」に寄稿
重1軍 ■

1lIl
田中通 … 第6巻 第3号l

l511
ll匹1

酒井比呂志lll第6巻 第3号1
尋 →← 卜

辻信一郎;ll第6巻 第3号1
」冒 工 一}L

藤岡喬一i 第6巻 第3号

欄 男i創 聯 學輔
1元貴族院書記官長

第6巻 第4号 、第6巻 第5号 、第6巻 第6号

1創便鞘 學研究員
有村陽三

i鯨 献 罵 常小學校
」

第6巻 第4号

下野友次郎i創購 學會正韻1東京市桃園尋常高等小學校
■

第6巻 第4号 、第6巻 第6号
第6巻 第5号 に掲載されている名簿では、「下野

友二郎」と記載
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創価教育 第5号

義

肚山

井平

篠「

螂で次目

はで次漏

爪だ

が提

稿寄皿胡だ員噛

ー

ー

1

↑

ー

l

l

稿寄露劃だ員噌ーー17-I
L
圏

■

1

l

l

圏
■

稿寄∫測だ員噌

l

I

ー

■

聾

聾

■

圏

1

軸義井平訂

載
醤

本

明ll圏■1
ー

稿寄止劃だ員噌

1

監

l

f

I

-

L

■

l

I

ー

ー

ー

ト

ー

ー

ー

ー

l

I

炉

I

I

ー

匹

ー

璋

r

l

ー

ム

圏

I

l

1

匹

ー

』.

,

1

ー

I

I

ー

セ

ー

ー

lm

聾
,

,

「

ー

I
」
圏

圏

ー

稿寄皿測だ員槍ー5,
↑
ー
ー
』
■

■

ー

ー

聾

1

㍗

ー

l

L

1

■

1

ー

B

l

I

l

& ,

l

l

ー

稿寄来信通員嗜

ー

巳

ー

r

ー

ー

↑

ー

ー

1 稿寄r信通員噛

水山籍劇で文

載本記巳ーー↑1-1ーー
1

ー

ー

↑

1

-

1

鰐第蜷第

得第蜷第

場第蜷第

号第蜷第

鼠獅蜷第

腸第蜷第

碍第蜷第

鼠獅蜷第

曙第蜷第

碍第蜷第

腸第蜷第

得第蜷第

腸第蜷第

鼠第蜷第

蝪第蜷第

碍第蜷第

裾第蜷第

号窮蜷第

得第蜷第

碍第蜷第

鼠知蜷第

婦第蜷第

幌第蜷第

号窮蜷第

碍第蜷第

景第蜷第

碍第蜷第

腸第蜷第

景鰯蜷第

鍔第蜷第

碍第蜷第

暢第蜷第

碍第蜷第

鰐第蜷第

碍第鯵第

碍第蜷第

鰐第蜷第

揚第蜷第

鍔第蜷第

褐第蜷第

得第蜷第

罵第蜷第

得第蜷第

褐第蜷第

鳩第蜷第

揚第蜷第

場第蜷第

得第蜷第

嘱第蜷第

房第蜷第

滑第蜷第

ー

l

l

↓

I

l

l

ー

ー

書

「

墓

ー

」

l

l

I

1

■

■

■

■

ー

重

ー

l

l

1

■

1

■

■

l

I

ー

聾

ー

1

■

「

1

-

J

ー

ー

ー

!

I

I

司

1

-

1

ー

ー

1

「

」

1

1

ー

I

I

「

1

-

」

巳

l

I

I

l

I

↓

ー

1

ー

ー

1

ー

「

ー

I

J

-

1

ー

「

1

-

」

ー

ー

1

l

I

ー

↓

ー

ー

」

犀

渾

1

ー

I

l

「

ー

ー

」

ー

露

ー

ー

I

l

ー

ー

」

鵬

聾

1

ー

圏

ー

、

ー

ー

↓

犀

1

ー

1

ー

ー

↓

1

ー

聾

1

1

I

l

l

↓

1

ー

ー

縣島児鹿

縣島広

縣島児鹿

縣島児鹿

縣野長

縣山歌和

縣島児鹿

縣城宮

縣島児鹿

ー

犀

ー

や

ー

ー

1

I

I

I
τ

巳

ー

工

犀

I

I

■

I

I

.

1

■

■

巳

ー

聖

-

I

I
I

I

■

ー

1

ー

ー

魯

1

了

I

I

」

I

I

ー

ー

1

1

4

1

1

1

I

I

ー

で

!

6

1

I
l

I
■

l

I

⊥

ー

ー

聰

l

I

l

↓

■

■

■

-

ー

ー

燈

1

ー

ー¶

ー

ー

巳
引■

-

竈

4

1

1

1

ー

ー

ー

尋

巳

5

工

I

I

I

l

l

ー

曹

5

響

ユ

ー

ー

ー

l

l

ー

ー

ー

」

ー

I

l

ー

ー

1

マ

5

軍

母

-

ー

1

1

-

1

↓

巳

犀

ー

I

l

1

ー

ー

弓

8

聾

ー

ー

I

I

↑

ー

ー

ー

ー

聾

1

「

I

I

」

1

-

1

隆

ー

塞
6

l

I

圏

圏

I

l

ー

ー

ー

犀

ー

1

1

1

1

1

-

1
r

ー

璋

L

-

1

ー

ー

1

ー

ト

ー

塵

1

1

圏

幽

員所究研學育教順A眉宇I1
1
!

!

重

員會會學育教順倉

7

ー

ー

ム

ー

l

l

長課事外職部式省内宮

L

B

,

↑

1

ー

ー

1

圏

1

セ

,

,

1櫓

ー

I

I

ア

ー

l
L

顎

,

1
ー

ー

ー

↑

ー

ー

」

:

B

,

所究研學育教順
陪

所究研學育教順幽眉セー筆
L
}
,
1

校陣'員等究高研常學尋育碑教市債京創東

ー

l

l

ー

ー

L

翼

I

l

l

I

l

「

ー

犀

↑

1

ー

ー

I

l

l

↑

ー

ー

I

l

ー

1

-

1

↑

ー

犀

翼

生田湯

諮騰和

子解田松

平利島中

埴粥櫻

徳正内山

生飼
●◎

'

訣測渡

三哲野中

朝義井平

義隆永森

郎三井福

生田湯

[
謙平大

子夜小路山

融掘谷

雄虎地高

郎四村近

治利島鮫

夫蟻裕

夫武縣山

操藤伊

敏貴口坂

樹吉見押

散野河

二光山遠

椒永松

生本谷

進本谷

郎康肝
【
脩中田

三泰木大

姻衝千

雄光村木

阪都東

生星

三幸村下
層

生旧祁

水春瓢噛う'

水山籍

◎
ら'

樹雅岐外

諺副河
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『新教』・『教育改造』索引

3.『 新教』・『教育改造』の無記名 の巻頭言

『新教』第6巻 第4号(昭 和11年4H15日)

巻頭言 平生新文相の所謂 「精神教育」の内容及方法は如何

今度の廣田内閣が、歴代内閣の慣例に洩れて、文部大臣のi詮衡難に陥つたのは、二 ・二六事件て

ふ未曾有なる不祥事の影響 として、吾々は教育革命の上に、不幸中の幸と柳か慰むるに足ると思

ふ者である。何となれば國策の根抵培養の重任たるべき文教の首拶者が、いつも伴食大臣であつ

てもよかつた恒例が圖らずも破 られたからである。

そこでこの破格なる文部大臣が、果して如何なる抱負を以て、その荷はされた非常責任を果 さう

とするかは、一般の注 目する所であるのに封し、精神教育の徹底を圖らうとする決心を獲表 され

たのは、時節柄、國民の等 しく同感を表する所であらう。が、その内容 と方法こそ、早 く聞かう

とする所であらう。 どの文部大臣でも、精神教育を重要視しないものはなく、智育偏重、徳育偏

輕の鉄陥を氣付かなかった筈もない。にも拘はらず、今 日に至ったのは何故か。

肝心なる精神教育の内容及び方法にまで、想が及ばざりし結果でないか。敢て智育を遍重 し徳育

を遍輕したのではない。いかに徳育を遍重したくても、その方法が解 らなかったか らであらう。

さてそれに謝して如何なる案の纒まつたものがあるか。恐らくはこれからやつ と 「具膿案を樹て

ねばならぬ」と平生文相が云ふ通 りであらう。けれ ども日は忽ち暮れてしまふ。我等が柳か創債

教育學を原案 として提出する所以であるが、一顧の雅量ありや否や。

『新教』第6巻 第5号(昭 和11年5月15日)

巻頭言 平生文相に文教刷新の希望

國民生活の総ての刷新を指導する根本方針を、立案審議する参謀本部を以て任務とすべき文部省

それ自骨豊が、文教刷新委員會の仕事の封策 となり下つて仕舞つた今回の非常事件によつて、意外

の方面より破格の抜擢を受けて登場 し、天下の視聴を集めつ㌻ある平生文相が、果していかなる

抱負を以て、社會の期待に酬ゐんとするかとは、吾等が前號に於て直言 しておいた所である。

明治大正以來、半世紀の永き、編縫に編縫を重ねて時勢の進運に伴ふことなく、全く手の着けら

れぬほどに行詰 らせられたこの國の文教を刷新せんとすることは、いかに手腕を有する大臣でも

容易の事でないことは察するに難 くない。況や非常事件後の時局収拾の使命を以て出現 した内閣

の文相に於てをや。

この際に於て吾々が國民として文教刷新断行の衡に當られる平生文相に封して、忌憧なき希望を

呈したい事は、徒に部分的枝葉末節の繁多なる改革に着手 し、やつて見て何も彼 もといふ案外な

衝突に手を焼き、いつも㌻島 研究倒れ未解決のま ＼に退却 し、今 日の行詰 りを來たした是まで

の覆轍を踏まないやうにすることである。而して教育行政は人民の爲すがま ㌧の生活に追随し、

一324一



創価教育 第5号

弊害の方面をのみ統制すれば足るといふ消極的活動なる普通行政とは全 く性質を異にし、常に作

戦計書を綿密に系統的に準備しておいて、國防上の目的を達するに遺漏なからしめる陸海軍の行

政と同様に系統的なる目的 と手段との計蚕的遂行を要する積極的な基礎的仕事であることを明確

に認識 してか ㌧らねばならないものであり、しかも教育改革は一般普通の常識だけではとても決

し難い複雑廣汎の専門的難事業であることを認識 し、根本的なる指導原理を把握 した上でなけれ

ばならぬといふことである。

『新教』第6巻 第6号(昭 和11年6月15日)

巻頭言 『庶政一新』は教育宗教を革命せず して出來るか

一國も一校 も一家も一身も、心身を要素 とする有機的統合生活腱たるに於て異ひはない。異膿

同心の生活腔 と、異心同膿の生活膣 とは、世間で一向にその旺別 さへも意識 しないで生活 してゐ

るや うであるが、實は天地雲泥の相違なることを意識 して、治者 も被治者も生活を立直さねばな

らぬことを痛感する。

異心同骨豊の團膿の標本は動物園や刑務所に於て之を観る。國際聯盟の如きもそれに類する。澤

山の鮭を摺鉢にピチ＼＼させておくや うなもので、弾墜力によつて外形上は一團骨豊となつてゐて

も、内部の心は十人十色分解力のみが働き、隙さへあれば飛出さうとしてゐる。故に其團骨豊を維

持せんとするには莫大の費用 と劣力 とを絶えずっぎ込んでゐなければならぬ。團髄の形はあって

も何等の債値あるものはない。蓋 し内部には精神の統合が無 く、結合力よりは分散力が強いから

である。異骨豊同心の社會團膿は之に反 し、弾墜力を以て外形的に統合を強制せずとも、各員の自

畿力による内部からの精神的結合力によつて分解を免れ、統合が遂げられ、所属の團員はすこし

の不安もなく、樂 しんで暮して行ける共同生活團骨豊である。人問のすべての集團が國家は勿論、

これまでになるならば、圓満團樂の家庭の如 く春風馬台蕩の浄土として何人も希望するものであら

う。たとへ現世には實現 し難いとしても、一歩でも近付きたいとす るのが人間の理想であらう。

それは外からの屋力で分解を防禦するよりは、内からの吸引力によつて團結するや うにしなけれ

ばな らぬ事は言ふまでもあるまい。然らば今 日の教育宗教の革命 をすることなくして、どうして

それに近付くことが出來るか。今の教育が極度に行詰 り、所謂 「抜本塞源」の革命的大施術を要

すること、折角の教學刷新委員會が又も立腐の姿になつてゐるのでも解 る通 り故敢て云ふのであ

る。急がば廻れ。甚だ迂遠なる言論のや うでも、根本を等閑にした枝葉末節の修繕は、刑務所か

動物園の仕事に過ぎぬ。却つて成さゴるに勝ると思ふからである。

教育革命を断行するに至らば、當然宗教革命にまで及ばねばならぬことは、これ又多言を要せ

ぬ所 と信ずる。「庶政一新」は之に至 らなければ無駄であり、無意義である。
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『新教』・『教育改造』索引

『教育改造』第6巻 第7号(昭 和11年7E15日)

巻頭言 學制改革案に封する平生文相の意氣

伴食でも何でも構はぬか ら、一度なつて見たいとする、抱負も何もない大臣か、さもなければ、

伴食大臣でも差支がないほどの閑職なるが故に、いやではあるが、誰れかが据 らなければ、内閣

の組織が出來ないので、止むを得ずなつてや らうといふ、抱負のない腰掛け大臣か。でなければ

森有禮の如き、ともかくも一見識を以て進んで出るものは滅多にない。社會も敢て之を怪 しまな

いのが、文部大臣のきまつた相場であつたのに、今後の文部大臣だけは、どうやら型破 りの姿を

以て登場 したのは、聯か世の意外 とした所であつた。之は國家社會の生活改造が政治経濟等の枝

葉末節の改革だけでは、鷹急投藥の封病療養でしかなく、教育宗教の根抵培養にあらざる限り、

永久に不可能であるといふことに、やつと氣付いた結果と、我等の心窃かに期待をかけた所であ

つた。

然る所果 して平生文相は、斯ほどまで行詰つても、なほ且つ傳統に執着して、畳醒 しきれぬ官

僚學閥などの殻を破 り、學制改革を根本的に断行せんと表明したのは、たとへ氣勢だけにしても、

從來の惰眠を貧 り、沈滞腐敗の醜態を暴露しつ}あ つた教育界に封して、暁の警鐘 と謂つてよか

らう。今度こそは何 とか目鼻をつけて欲 しい。その爲には教育の本質を常識以上に研究して立案

されんことを切望する。
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